
自
民
党
員
票
、争
い
激
化

月
末
の
連
結
総
資
産
は
単
純

合
算
で
２
３
兆
５
千
億
円
に

上
り
、
地
銀
首
位
の
Ｆ
Ｆ
Ｇ

は
、
他
の
地
銀
グ
ル
ー
プ
と

の
差
を
広
げ
る
こ
と
に
な

る
。

　

Ｆ
Ｆ
Ｇ
と
十
八
銀
が
１
６

年
２
月
に
経
営
統
合
に
基
本

合
意
し
て
か
ら
、
２
年
以
上

に
及
ん
だ
異
例
の
審
査
が
決

着
し
た
。
公
取
委
は
統
合
を

巡
る
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
「
競

争
実
態
を
見
な
が
ら
総
合
的

に
判
断
す
る
」
と
し
て
明

確
な
基
準
は
示
し
て
い
な
い

が
、
今
回
６
５
％
で
承
認
し

た
こ
と
は
、
シ
ェ
ア
の
高
さ

を
ネ
ッ
ク
に
統
合
に
踏
み
切

れ
な
い
地
銀
に
と
っ
て
再
編

検
討
の
材
料
と
な
り
そ
う

　
【
共
同
】
自
民
党
総
裁
選
（
９
月
７
日
告
示
―
同
２
０
日
投
開
票
）
に
立
候
補
す

る
石
破
茂
元
幹
事
長
は
２
４
日
、
国
会
内
で
記
者
会
見
し
、
地
方
創
生
に
関
す
る
政

策
を
発
表
し
た
。
中
央
省
庁
や
大
企
業
本
社
の
地
方
移
転
促
進
を
公
約
の
柱
に
据
え

る
と
表
明
。
地
方
経
済
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、
新
法
整
備
で
飲
食
、
宿
泊
業

な
ど
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
を
促
す
方
針
も
掲
げ
た
。

へ
の
人
材
環
流
に
、
教
育
面

の
対
策
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕

組
み
が
必
要
と
し
た
。

　

ほ
か
に
①
自
治
体
支
援
の

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
倍

増
②
２
０
３
０
年
を
め
ど

に
訪
日
外
国
人
客
を
年
間

８
千
万
人
に
引
き
上
げ
③
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
５
０

年
に
主
力
電
源
化
す
る
政
府

目
標
の
前
倒
し
―
を
唱
え

た
。

　

一
方
、
首
相
の
出
身
派
閥

で
あ
る
細
田
派
の
下
村
博
文

事
務
総
長
は
２
４
日
、
安
倍

陣
営
の
選
挙
対
策
本
部
を
早

け
れ
ば
２
８
日
に
発
足
さ
せ

る
方
針
を
記
者
団
に
説
明
。

政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
月
末

ま
で
に
作
成
す
る
考
え
だ
。

石
破
氏
、総
裁
選
公
約
柱
に

新
た
な
目
安
と
し
て
意
識
さ

れ
、
全
国
的
な
再
編
が
加
速

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

両
社
は
同
日
、
２
０
１
９

年
４
月
に
十
八
銀
が
Ｆ
Ｆ
Ｇ

傘
下
に
入
り
、
２
０
年
４
月

に
同
グ
ル
ー
プ
で
長
崎
県
佐

世
保
市
に
本
店
が
あ
る
親
和

銀
行
と
十
八
銀
が
合
併
す
る

新
計
画
を
発
表
。
１
８
年
６

　
【
共
同
】
公
正
取
引
委
員

会
は
２
４
日
、
ふ
く
お
か

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
（
Ｆ
Ｆ
Ｇ
）
と
長
崎
県
地

盤
の
十
八
銀
行
の
経
営
統
合

計
画
を
承
認
し
た
と
発
表
し

た
。
統
合
後
の
中
小
企
業
向

け
県
内
シ
ェ
ア
は
約
６
５
％

と
高
水
準
だ
が
、
公
取
委
は

公
正
な
競
争
環
境
が
維
持
さ

れ
る
と
判
断
し
た
。
地
方
銀

行
の
経
営
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
今
回
の
水
準
が

来
年
４
月
、再
編
新
水
準
に

だ
。

　

石
破
氏
は
地
方
対
策
を
巡

る
首
相
と
の
違
い
に
つ
い
て

「
地
方
こ
そ
経
済
成
長
の
主

役
だ
。
大
都
市
や
大
企
業
の

経
済
成
長
の
果
実
を
地
方
や

中
小
企
業
に
波
及
さ
せ
る
と

い
う
（
安
倍
内
閣
の
）
骨
太

方
針
の
考
え
は
と
ら
な
い
。

地
方
や
中
小
企
業
が
果
実
を

生
み
出
す
」
と
強
調
し
た
。

　

中
央
省
庁
の
移
転
案
は
地

域
か
ら
発
案
さ
せ
る
と
訴
え

た
。
危
機
管
理
や
外
交
、
国

会
対
応
を
例
外
に
挙
げ
な
が

ら
「
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
使

い
、
省
庁
を
地
方
に
移
転
し

て
も
何
ら
支
障
の
な
い
も
の

が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

飲
食
業
や
旅
館
業
な
ど
の

生
産
性
を
上
げ
て
地
域
雇
用

や
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
げ

る
た
め
「
サ
ー
ビ
ス
業
基
本

法
」
に
よ
る
目
標
設
定
を
打

ち
出
し
た
。
都
会
か
ら
地
方

記者会見する自民党の石破元幹事長＝２４日午後、国会（共同）

支柱の土台がむき出しになって倒壊した風車＝２４日午前９時４０分、兵庫県
淡路市の北淡震災記念公園（共同通信社ヘリから）

中央省庁の地方移転促進

介
護
給
付

９
兆
２
千
億
円

１
６
年
度
、
過
去
最
高

　
【
共
同
】
徳
島
県
や
兵
庫

シ
ェ
ア
６
５
％
、競
争
維
持
条
件

公
取
委
、九
州
２
行
統
合
承
認

台
風
２
０
号
、
各
地
に
爪
痕

猛
烈
な
風
雨
、
１
３
人
け
が

自
動
車
税
・
重
量
税
を
軽
減

３
千
億
円
超
、
経
産
省
要
望

　
【
共
同
】
自
動
車
関
連
税

制
に
関
し
、
経
済
産
業
省
が

月
末
に
示
す
２
０
１
９
年
度

改
正
要
望
が
２
４
日
、
分

か
っ
た
。
１
９
年
１
０
月
の

消
費
税
増
税
後
の
買
い
控
え

抑
制
を
主
な
狙
い
に
、
地
方

税
の
自
動
車
税
と
国
税
の
自

動
車
重
量
税
を
抜
本
的
に
引

き
下
げ
る
の
が
柱
で
、
減
税

額
は
３
千
億
円
超
を
念
頭
に

置
く
。
こ
れ
と
は
別
に
、
燃

費
の
良
い
車
を
優
遇
す
る
各

税
目
の
エ
コ
カ
ー
減
税
の
期

限
が
１
９
年
春
で
切
れ
る
た

め
、
延
長
を
求
め
る
。

　

税
収
減
を
警
戒
し
て
時
限

的
な
措
置
や
購
入
補
助
に
と

ど
め
た
い
財
務
、
総
務
両
省

の
反
発
は
必
至
。
政
府
、
与

党
が
税
制
改
正
大
綱
を
ま
と

め
る
今
年
末
に
か
け
て
激
し

い
攻
防
と
な
り
そ
う
だ
。

　

消
費
税
率
が
８
％
か
ら

１
０
％
に
上
が
る
と
、
車
の

購
入
時
に
払
う
消
費
税
負
担

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
で
、
マ
ラ
ソ
ン
が
予

定
通
り
午
前
７
時
に
ス
タ
ー

ト
し
た
場
合
、
１
０
キ
ロ
以

県
に
上
陸
し
た
台
風
２
０
号

従
来
の
約
７
５
％
か
ら
約

６
５
％
に
低
下
す
る
。
ま
た

両
社
は
、
不
当
な
金
利
引
き

上
げ
が
な
い
よ
う
監
視
体
制

を
築
く
方
針
だ
。
Ｆ
Ｆ
Ｇ
の

柴
戸
隆
成
社
長
は
福
岡
市
で

記
者
会
見
し
、
統
合
に
よ
り

効
率
化
を
進
め
る
と
し
た
上

で
、
離
島
を
含
め
た
長
崎
県

全
域
で
展
開
す
る
店
舗
網
を

維
持
す
る
な
ど
の
計
画
を

「
着
実
に
実
施
し
て
地
域
の

期
待
に
応
え
た
い
」
と
述
べ

た
。

　

公
取
委
は
当
初
、
統
合
後

の
貸
出
金
シ
ェ
ア
の
高
さ
に

難
色
を
示
し
、
両
社
は
期
限

を
定
め
ず
統
合
の
延
期
を
表

明
。
公
取
委
は
審
査
を
継
続

し
、
両
社
は
県
内
に
営
業
拠

点
の
あ
る
地
銀
や
信
用
金
庫

な
ど
へ
の
貸
出
債
権
譲
渡
を

決
断
し
た
。

は
２
４
日
未
明
に
は
日
本
海

に
抜
け
、
石
川
県
輪
島
市
沖

を
北
寄
り
に
進
ん
だ
。
通
過

に
伴
っ
て
神
戸
市
の
神
戸
空

港
で
は
１
時
間
に
１
３
６
ミ

リ
の
猛
烈
な
雨
を
観
測
し
、

レ
ー
ダ
ー
解
析
で
は
京
都
府

綾
部
市
西
部
付
近
で
約
９
０

ミ
リ
の
雨
が
降
っ
た
。
和
歌

山
・
友
ケ
島
で
は
２
３
日
午

後
１
１
時
す
ぎ
に
５
２
・
３

メ
ー
ト
ル
の
最
大
瞬
間
風
速

を
観
測
し
た
。
和
歌
山
県
新

宮
市
で
は
熊
野
川
が
氾
濫
。

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
、

強
風
に
あ
お
ら
れ
て
転
ぶ
な

ど
し
７
府
県
で
１
３
人
が
負

傷
し
た
。
他
に
も
負
傷
者
情

報
が
あ
り
、
さ
ら
に
数
は
増

え
そ
う
だ
。

　

淡
路
島
と
本
州
を
結
ぶ
明

石
海
峡
大
橋
で
は
２
４
日
未

明
に
か
け
て
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

計
５
台
が
強
風
に
あ
お
ら
れ

て
横
転
。
３
人
が
病
院
に
運

ば
れ
た
。
兵
庫
県
淡
路
市
の

北
淡
震
災
記
念
公
園
で
は
約

６
０
メ
ー
ト
ル
の
発
電
用
の

風
車
が
倒
れ
た
。
同
県
西
宮

市
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋
根

が
剥
が
れ
、
地
表
の
駐
車
場

に
落
ち
た
。

　

台
風
は
２
４
日
夜
に
か
け

て
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
る
見

込
み
。
朝
鮮
半
島
を
進
む
台

風
１
９
号
も
温
帯
低
気
圧
に

変
わ
り
、
そ
ろ
っ
て
北
海
道

や
東
北
北
部
に
近
づ
き
、
北

日
本
で
は
２
５
日
に
か
け
て

ふくおかフィナンシャルグループと十八銀行の経営統合計画を承認した
と発表する公正取引委員会の担当者＝２４日午後、東京・霞が関 （共同）

だ
。

　

公
取
委
は
、
両
社
が
合
計

１
千
億
円
弱
の
貸
出
債
権
を

競
合
す
る
他
の
金
融
機
関
に

譲
渡
し
て
貸
出
金
の
シ
ェ
ア

を
下
げ
る
こ
と
で
、
長
崎
県

内
の
金
融
市
場
の
競
争
環
境

が
保
た
れ
、
借
り
手
企
業
が

不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
と
判
断
。
債
権
譲
渡

を
条
件
に
独
占
禁
止
法
に
よ

る
差
し
止
め
を
し
な
い
と
両

社
に
通
知
し
て
審
査
を
終
え

た
。

　

統
合
後
の
中
小
企
業
の
県

内
シ
ェ
ア
は
債
権
譲
渡
で

　

安
倍
晋
三
首
相
（
総
裁
）

は
２
６
日
に
鹿
児
島
で
出
馬

を
正
式
表
明
し
、
地
方
重
視

の
姿
勢
を
示
す
。
国
会
議
員

票
（
４
０
５
票
）
で
首
相
が

優
位
に
立
つ
中
、
党
員
・
党

友
の
地
方
票
（
４
０
５
票
）

の
争
奪
戦
は
激
化
の
様
相

が
大
き
く
膨
ら
む
。
買
い
控

え
の
抑
制
に
加
え
、
海
外
に

比
べ
て
重
い
ユ
ー
ザ
ー
の
負

担
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

し
て
、
毎
年
納
め
る
自
動
車

税
に
つ
い
て
３
千
億
円
規
模

の
減
税
を
想
定
し
た
。
こ
の

規
模
は
１
７
年
度
の
同
税
収

の
約
２
割
に
当
た
る
。

　

車
検
時
に
払
う
自
動
車
重

量
税
は
長
く
適
用
さ
れ
て
き

た
上
乗
せ
税
率
を
廃
止
し
、

法
律
上
の
本
則
に
下
げ
る
よ

う
要
望
。
車
の
購
入
時
を
対

象
と
し
た
他
の
負
担
軽
減
策

の
検
討
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

車
の
関
連
で
は
、
購
入
時

に
払
う
自
動
車
取
得
税
が
消

費
税
増
税
時
に
廃
止
さ
れ

る
が
、
燃
費
に
応
じ
た
新
課

税
制
度
「
環
境
性
能
割
」
の

創
設
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お

り
、
差
し
引
き
の
減
税
は

２
０
０
億
円
程
度
の
見
込

み
。
経
産
省
は
米
国
が
自
動

車
輸
入
制
限
を
発
動
し
て
業

界
が
打
撃
を
受
け
る
恐
れ
も

見
据
え
、
大
胆
な
対
応
を
求

め
る
。

　

車
の
購
入
支
援
は
景
気
対

策
の
柱
と
な
る
見
込
み
だ

が
、
財
務
省
や
地
方
税
を
所

管
す
る
総
務
省
は
、
抜
本
的

な
減
税
に
は
安
定
的
な
代
替

財
源
の
確
保
が
不
可
欠
と
の

立
場
だ
。
自
動
車
が
道
路
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
や
環
境
に
対

し
て
負
荷
を
か
け
て
い
る
点

も
主
張
し
、
簡
単
に
は
認
め

な
い
構
え
を
示
し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は

２
４
日
、
２
０
１
６
年
度
の

介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
を

発
表
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
（
１
〜

２
割
）
を
除
い
た
給
付
費

は
前
年
度
比
１
・
４
％
増
の

９
兆
２
２
９
０
億
円
と
、
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
高
齢

者
が
増
え
た
た
め
で
、
介
護

保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
０
０

年
度
の
２
・
８
倍
に
給
付
費

が
拡
大
。
１
７
年
３
月
末
時

点
の
要
介
護
認
定
者
は
、
前

年
同
期
比
１
２
万
人
増
の

６
３
２
万
人
だ
っ
た
。

　

給
付
費
の
中
で
最
も
多

か
っ
た
の
は
訪
問
介
護
な

ど
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
で

４
兆
４
５
１
４
億
円
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
は

２
兆
８
５
５
６
億
円
だ
っ

た
。
６
５
歳
以
上
１
人
当
た

り
の
給
付
は
全
国
平
均
で

２
６
万
８
千
円
と
２
年
続
け

て
減
っ
た
。
介
護
予
防
事
業

な
ど
の
効
果
に
よ
り
、
健
康

な
高
齢
者
が
増
え
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

要
介
護
度
は
、
状
態
に
応

じ
て
要
支
援
１
〜
２
、
要
介

護
１
〜
５
の
７
段
階
に
区
分

さ
れ
る
。
比
較
的
軽
い
要
支

援
１
か
ら
要
介
護
２
ま
で
の

人
が
全
体
の
６
５
・
２
％
を

占
め
、
最
も
重
い
要
介
護
５

の
人
は
９
・５
％
だ
っ
た
。

　

６
５
歳
以
上
に
占
め
る

認
定
者
は
全
国
平
均
で

１
８
・
０
％
。
都
道
府
県

別
は
埼
玉
の
１
４
・
４
％

が
最
も
低
く
、
和
歌
山
の

２
２
・２
％
が
最
高
だ
っ
た
。

大
雨
に
な
る
地
域
が
あ
る
見

通
し
。
気
象
庁
は
引
き
続
き

土
砂
災
害
や
浸
水
、
川
の
増

水
や
氾
濫
に
警
戒
を
呼
び
掛

け
た
。
２
５
日
午
前
６
時
ま

で
の
２
４
時
間
予
想
雨
量
は

東
海
、北
海
道
１
５
０
ミ
リ
、

四
国
、
関
東
甲
信
、
東
北

１
２
０
ミ
リ
、
近
畿
１
０
０

ミ
リ
、
北
陸
８
０
ミ
リ
。

　

台
風
２
０
号
は
２
４
日
正

午
現
在
、
輪
島
市
の
北
約

２
７
０
キ
ロ
の
海
上
を
時
速

４
５
キ
ロ
で
北
北
東
に
進
ん

だ
。
中
心
気
圧
は
９
９
０
ヘ

ク
ト
パ
ス
カ
ル
。
最
大
風
速

は
２
５
メ
ー
ト
ル
、
最
大
瞬

間
風
速
は
３
５
メ
ー
ト
ル
。

風
速
２
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の

暴
風
域
は
な
く
、
中
心
の
南

東
側
５
６
０
キ
ロ
以
内
と
北

西
側
２
８
０
キ
ロ
以
内
が

１
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
強
風

域
。
２
３
日
午
後
９
時
ご
ろ

に
徳
島
県
南
部
に
上
陸
後
、

２
４
日
午
前
０
時
前
に
瀬
戸

内
海
か
ら
兵
庫
県
姫
路
市
付

近
に
再
上
陸
し
て
い
た
。

　

全
日
空
や
日
航
な
ど
航
空

各
社
は
２
４
日
、
中
部
や
大

阪
な
ど
の
空
港
を
発
着
す
る

６
０
便
以
上
を
欠
航
。
東
海

道
新
幹
線
は
一
部
を
除
き
平

常
通
り
の
運
行
と
し
た
。

東京五輪、開始繰り上げを

運動中止レベルでマラソン

降
の
ほ
と
ん
ど
の
区
間
で
、

熱
中
症
リ
ス
ク
が
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
熱
中
症
予
防

運
動
指
針
で
定
め
る
「
厳
重

警
戒
」
レ
ベ
ル
と
な
り
、
場

所
に
よ
っ
て
は
「
運
動
中

止
」
レ
ベ
ル
ま
で
高
ま
る
こ

と
が
、
中
京
大
の
松
本
孝
朗

教
授
（
環
境
生
理
学
）
の
調

査
で
分
か
っ
た
。
徳
島
市
で

開
催
中
の
日
本
体
育
学
会
で

２
５
日
、
発
表
す
る
。

　

大
会
組
織
委
員
会
は
、
暑

さ
対
策
と
し
て
男
女
マ
ラ
ソ

ン
の
ス
タ
ー
ト
時
間
を
当

初
の
午
前
７
時
半
か
ら
７
時

に
早
め
た
が
、
松
本
教
授
は

「
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
長
時

間
立
っ
た
ま
ま
の
観
客
や
ス

タ
ッ
フ
の
熱
中
症
リ
ス
ク
が

高
い
ま
ま
で
不
十
分
。
リ
ス

ク
が
比
較
的
低
い
時
間
に
終

わ
る
５
時
半
に
早
め
る
べ
き

だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
は
昨
年
の
７
月
下

旬
と
８
月
上
旬
、
今
年
８
月

上
旬
の
計
１
５
日
間
、
熱

中
症
の
起
き
や
す
さ
を
示
す

「
暑
さ
指
数
」
を
気
温
や
湿

度
か
ら
計
測
す
る
装
置
を
、

コ
ー
ス
の
約
１
キ
ロ
お
き
に

地
表
か
ら
高
さ
約
１
メ
ー
ト

ル
に
設
置
。
午
前
５
時
か
ら

１
０
時
ま
で
の
１
分
ご
と
の

指
数
を
記
録
し
た
。

　

選
手
が
２
時
間
１
０
分
〜

３
時
間
で
ゴ
ー
ル
す
る
と
想

定
し
分
析
し
た
結
果
、
７
時

ス
タ
ー
ト
の
場
合
、
１
０
キ

ロ
以
降
の
ほ
と
ん
ど
で
熱
中

症
の
危
険
性
が
高
く
、
激
し

い
運
動
を
避
け
る
「
厳
重
警

戒
」
レ
ベ
ル
と
な
っ
た
。
特

に
約
１
３
〜
１
７
キ
ロ
地

点
の
浅
草
周
辺
や
、
約
２
４

キ
ロ
の
増
上
寺
、
約
３
３

キ
ロ
の
二
重
橋
、
約
３
６
〜

３
８
キ
ロ
の
水
道
橋
―
市

谷
、
ゴ
ー
ル
直
前
の
約
４
０

〜
４
２
キ
ロ
で
は
、
原
則
運

動
を
中
止
す
る「
運
動
中
止
」

レ
ベ
ル
だ
っ
た
。

　

一
方
、
ス
タ
ー
ト
を
５
時

半
に
繰
り
上
げ
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
区
間
で
厳
重
警
戒
よ

り
１
段
階
低
い
「
警
戒
」
レ

ベ
ル
と
な
っ
た
。

　

東
京
都
な
ど
は
、
コ
ー
ス

を
遮
熱
性
舗
装
な
ど
に
し
て

路
面
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る

対
策
を
進
め
て
い
る
。
松
本

教
授
は
「
間
違
い
で
は
な
い

が
、
照
り
返
し
が
強
く
な
っ

て
し
ま
う
。
日
差
し
を
避
け

る
方
が
効
果
的
だ
」
と
話
し

て
い
る
。
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背
景
に
世
論
調
査
と
政
見
放
送

と
の
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
収
支

は
、
２
０
１
６
億
レ
の
赤
字

と
な
る
事
が
濃
厚
。
テ
メ
ル

政
権
が
社
会
保
障
制
度
改
革

に
失
敗
し
た
今
、
将
来
的
に

も
増
え
続
け
る
見
込
み
だ
。

　

一
般
労
組
（
Ｕ
Ｇ
Ｔ
）
内

部
の
年
金
・
恩
給
受
給
者
・

高
齢
者
組
合
の
ナ
タ
ル
・
レ

オ
会
長
は
、「
高
齢
年
金
受

給
者
の
中
に
は
受
給
開
始
後

に
後
遺
症
が
残
っ
た
人
、
自

分
で
動
け
な
く
な
っ
た
人
が

沢
山
い
る
」
と
し
、
２
５
％

増
額
の
対
象
に
な
り
う
る

人
、
増
額
を
求
め
る
人
の
数

は
膨
大
だ
と
語
っ
て
い
る
。

同
会
長
は
、
２
３
日
だ
け
で

Ｓ
Ｔ
Ｊ
の
決
定
に
関
す
る
質

問
の
電
話
を
５
件
も
受
け
た

と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
同
会
長
は
「
常

時
介
護
が
必
要
な
受
給
者
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
は

　

極
右
大
統
領
候
補
の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

が
２
３
日
、
聖
州
で
行
わ
れ
た
集
会
で
、
そ
の
場
に
い
た
子
供
に
、「
銃
の
撃
ち
方

を
知
っ
て
い
る
か
」
と
聞
き
、
物
議
を
醸
し
て
い
る
。
銃
解
放
論
者
の
同
氏
は
こ

の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
だ
っ
た
問
題
発
言
を
過
激
化
さ
せ
て

い
る
。
２
４
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
２
３
日

の
集
会
で
銃
自
由
化
に
つ
い

て
の
発
言
を
連
発
。「
う
ち

の
子
供
な
ん
て
皆
、
５
歳
の

時
に
実
弾
を
撃
っ
て
い
た
」

「
聖
書
で
も
認
め
ら
れ
て
い

る
行
為
だ
」「
も
う
弱
虫
の

世
代
は
作
ら
せ
な
い
」
と
続

い
た
。
さ
ら
に
「
マ
リ
ー
ナ

氏
だ
っ
て
、
幼
い
頃
、
猟
銃

を
持
っ
て
い
た
か
ら
襲
わ
れ

な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
」

と
ま
で
言
い
切
っ
た
。

　

マ
リ
ー
ナ
氏
は
ア
ク
レ
州

の
貧
し
い
農
村
地
帯
に
住
ん

で
い
た
１
０
代
前
半
、
家
族

の
負
債
返
済
の
た
め
、
ゴ
ム

の
樹
液
採
取
の
仕
事
を
し
て

い
た
。
現
在
、
同
氏
は
武
器

所
持
を
否
定
し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
こ
こ
数

日
、
持
ち
前
の
過
激
発
言
を

さ
ら
に
強
め
て
い
る
。
先
週

は
、
国
連
関
連
機
関
が
服
役

中
の
ル
ー
ラ
氏
の
出
馬
を
認

め
る
よ
う
伯
国
に
勧
告
し
た

件
に
関
し
、「
私
が
大
統
領

な
ら
伯
国
を
国
連
か
ら
脱
退

さ
せ
る
」と
言
い
切
っ
た（
後

に
撤
回
）。
ま
た
、「
左
翼
勢

力
の
土
地
の
不
法
占
拠
に
は

　

大
統
領
選
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
本
格
化
し
て
以
来
、
連

日
の
よ
う
に
国
内
の
メ
デ
ィ

ア
を
に
ぎ
わ
す
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
が
、
米
国
メ
デ
ィ
ア
の
注

目
も
集
め
は
じ
め
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
論
調
は
か
な
り

驚
い
て
い
る
様
子
だ
。
数
カ

月
前
ま
で
は
同
氏
に
関
し
て

軍
を
導
入
す
る
」「
大
学
の

黒
人
の
割
当
を
減
ら
す
」
な

ど
、
明
ら
か
に
ル
ー
ラ
氏
の

労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
な
ど
を

意
識
し
た
過
激
発
言
を
続
け

て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
２
０
％

前
後
の
高
支
持
率
を
得
て
い

る
が
、
２
１
日
に
発
表
さ
れ

た
ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
調

査
で
は
、
ル
ー
ラ
氏
が
支
持

率
を
上
げ
る
中
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
拒
絶
率
は
３
９
％
で

全
候
補
者
中
、
最
も
高
か
っ

た
。
加
え
て
、
決
選
投
票
に

進
ん
だ
と
し
て
も
、
ル
ー
ラ

氏
、
マ
リ
ー
ナ
氏
、
シ
ロ
・

ゴ
メ
ス
氏
（
民
主
労
働
党
・

Ｐ
Ｄ
Ｔ
）、
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
（
民
主
社
会

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
に
敗
れ
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
３
１
日
か
ら
は

じ
ま
る
政
見
放
送
で
も
、
小

こ
こ
数
日
言
動
が
過
激
化

医
師
の
診
断
書
が
必
要
。
だ

が
診
断
が
全
て
適
切
に
行
わ

れ
る
か
は
疑
問
。
必
要
な
人

が
増
額
を
受
け
ら
れ
ず
、
そ

う
で
な
い
人
が
増
額
さ
れ
る

事
に
な
ら
な
け
れ
ば
良
い

が
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

は
、「
常
時

介
護
が
必
要

な
受
給
者
」

の
例
と
し
て

寝
た
き
り
の

病
、
全
盲
、

両
腕
、
も
し

く
は
両
脚
が

使
え
な
い
状

態
、
重
度
の

精
神
疾
患
を

上
げ
て
い

る
。

　

２
５
％

の
増
額
は
、

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
国
立
社
会
保

険
院
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の
負
担

増
加
は
、
年
間
３
５
億
レ
に

達
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
政

府
は
社
会
保
障
負
担
が
大
き

く
な
り
す
ぎ
と
感
じ
て
お

り
、
経
済
政
策
ス
タ
ッ
フ
か

ら
は
「
社
会
保
障
費
を
削
り

た
い
政
府
の
方
針
と
真
逆
」

　

こ
れ
ま
で
、
病
気
や
事
故

で
働
け
な
く
な
っ
て
「
傷

害
年
金
を
受
け
て
い
た

人
」（ap

o
sen
tad
o
ria 

in
valid

ez

）
だ
け
は
金

額
が
２
５
％
加
算
さ
れ
て
い

た
が
、
連
邦
高
等
裁
（
Ｓ
Ｔ

Ｊ
）
は
２
２
日
、
判
事
投
票

５
対
４
で
、
こ
の
権
利
を

「
常
時
介
護
が
必
要
な
受
給

者
」（ap

o
sen
tad
o
ria 

d
e
 
a
s
s
is
t
e
c
ia 

p
erm
an
en
te

）
に
も
広

げ
る
決
定
を
下
し
た
と
２
４ 政

府
負
担
は
年
間
35
億
レ
増

女
性
殺
人
や
殺
人
の
大
型
摘
発

最
高
裁
に
控
訴
の
可
能
性
も

５
６
４
５
・
８
レ
／
月
の
上

限
ま
で
社
会
保
障
を
受
け
て

い
た
人
に
も
適
用
さ
れ
、
法

定
最
低
賃
金
改
定
な
ど
で
、

年
金
額
が
増
額
調
整
さ
れ
た

場
合
も
同
じ
よ
う
に
増
額
さ

集
会
で
、
か
ね
て
か
ら
の
持

論
で
あ
る
銃
所
持
の
自
由
化

を
改
め
て
訴
え
た
。そ
の
際
、

軍
警
の
制
服
を
着
て
会
場
に

来
た
子
供
に
、「
君
、
銃
の

撃
ち
方
知
っ
て
る
？　

撃
つ

真
似
を
し
て
ご
ら
ん
」
と

語
っ
た
が
、
こ
れ
が
後
に
報

道
さ
れ
、
物
議
を
醸
し
て
い

る
。

　

同
氏
は
、
７
月
２
０
日
に

開
か
れ
た
ゴ
イ
ア
ス
州
で
の

集
会
で
も
、
幼
い
少
女
の
手

を
と
り
、
銃
の
形
を
作
っ
た

と
し
て
、
今
月
１
７
日
に
行

わ
れ
た
テ
レ
ビ
で
の
大
統
領

討
論
会
で
、
マ
リ
ー
ナ
・
シ

ウ
ヴ
ァ
氏
（
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
）
か

ら
そ
れ
を
批
判
さ
れ
て
い

た
。
同
様
の
行
為
は
こ
れ
で

４
度
目
だ
。

社会保障関連手続きに並ぶ人 （々参考画像・Antonio 
Cruz / Agencia Brasil）

アラサトゥーバ市でもらった名誉市民のカギを機関銃に見立てて、
撃つ仕草をするボウソナロ氏（２４日付エスタード紙より）

28
日
に
差
別
発
言
で
裁
判
も

クロノス作戦

政
党
の
た
め
、
１
２
分
３
０

秒
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
放
送
時
間

が
わ
ず
か
８
秒
、
３
０
秒
放

送
が
５
週
間
で
１
１
回
と
か

な
り
不
利
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
氏
は
２
８
日
に
、
黒
人

や
原
住
民
、
女
性
な
ど
へ
の

差
別
発
言
で
最
高
裁
で
被
告

に
な
る
か
否
か
の
裁
判
も
抱

え
て
い
る
。

楽
観
的
な
報
道
を
行
っ
て
き

た
経
済
大
手
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
誌
は
、
同
氏
の
副
候
補
が

「
テ
メ
ル
政
権
へ
の
軍
事
介

入
を
辞
さ
な
い
」
と
発
言
し

た
陸
軍
元
大
将
の
モ
ウ
ロ
ン

氏
と
知
る
や
、「
伯
国
は
危

険
な
状
態
だ
」
と
報
じ
は
じ

め
て
い
る
。
タ
イ
ム
誌
も
、

「
ト
ラ
ン
プ
氏
も
か
な
り
道

義
性
に
欠
け
る
が
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
は
そ
れ
以
上
だ
」
と

報
じ
て
い
る
。
同
氏
の
快
進

撃
が
続
け
ば
国
際
世
論
も

黙
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
る
雰

囲
気
だ
が
、
果
た
し
て
ど
う

な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
地
下
鉄
２
号
線
サ
コ

マ
ン
駅
で
２
２
日
、
１
８
歳

の
女
子
大
生
が
銃
を
持
っ
た

男
に
強
姦
さ
れ
る
事
件
が
起

き
た
。
女
子
大
生
は
大
学
に

行
く
途
中
、
切
符
売
り
場
で

男
か
ら
質
問
を
受
け
た
が
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
電
車

を
待
っ
て
い
た
時
、
階
段
脇

の
ひ
と
気
の
な
い
コ
ー
ナ
ー

に
連
れ
て
行
か
れ
、
犯
さ
れ

た
と
い
う
。
人
に
気
付
か
れ

そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
男
は

行
為
を
止
め
た
が
、
そ
の
後

も
彼
女
と
共
に
サ
ン
ジ
ョ
ア

キ
ン
駅
ま
で
行
き
、
大
学
の

近
く
で
、
彼
女
を
解
放
し
た

と
い
う
。
同
地
下
鉄
で
は
最

近
強
姦
発
生
疑
惑
が
報
じ
ら

れ
て
い
た
ば
か
り
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
４
日
、
ペ
ル
ー
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
地
震

が
発
生
し
た
。
発
生
時
間
は

午
前
４
時
過
ぎ
（
ブ
ラ
ジ
リ

ア
時
間
の
午
前
６
時
）
で
、

震
源
地
は
伯
国
ア
ク
レ
州
と

国
境
を
接
す
る
プ
エ
ル
ト
・

マ
ル
ド
ナ
ド
で
、
震
源
の
深

さ
は
２
５
０
キ
ロ
だ
っ
た
。

同
州
で
も
強
い
揺
れ
は
感
じ

ら
れ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

死
者
や
負
傷
者
、
津
波
の
心

配
な
ど
は
な
い
と
い
う
。

　

国
民
が
生
活
の
危
機
に
瀕

す
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
、
品

質
が
保
証
さ
れ
な
い
、
傷
ん

だ
肉
を
買
う
た
め
に
さ
え
、

人
々
が
長
蛇
の
列
を
な
し
て

い
る
と
、
２
４
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

マ
ド
ゥ
ー
ロ
独
裁
政
権
の

失
政
に
よ
り
、
同
国
の
イ
ン

フ
レ
率
は
１
０
０
万
％
に

達
し
、
約
３
千
万
人
の
国
民

の
内
、
２
３
０
万
人
が
国
外

に
脱
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、
国
内
に
残
る
市
民
は
食

生
活
に
も
窮
し
て
い
る
。

　

２
３
日
に
グ
ロ
ー
ボ
局
が

流
し
た
マ
ラ
カ
イ
ボ
市
か
ら

の
報
道
で
は
、
肉
屋
の
前
に

行
列
が
出
来
て
い
た
が
、
映

し
出
さ
れ
た
牛
ひ
き
肉
や
鶏

肉
の
色
は
明
ら
か
に
悪
く
、

売
ら
れ
て
い
る
段
階
で
既
に

悪
臭
を
放
っ
て
い
た
が
、
た

ん
ぱ
く
源
不
足
の
お
り
に
廉

価
で
買
え
る
と
、
人
々
が
殺

到
し
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
事
態
が
起
き
る

の
は
、
昨
年
後
半
か
ら
既
に

肉
不
足
が
起
き
、
同
国
民
が

た
ん
ぱ
く
質
不
足
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
最
近
で

は
そ
こ
に
電
力
不
足
が
追
い

う
ち
を
か
け
、
肉
の
冷
凍
保

存
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て

い
る
た
め
だ
。

　

こ
う
し
た
状
態
は
９
カ
月

ほ
ど
前
か
ら
続
い
て
い
る

が
、
今
月
起
き
た
火
災
で
送

電
線
が
焼
け
た
後
は
状
況
が

悪
化
。
腐
っ
た
肉
を
食
べ
て

病
気
に
な
っ
た
人
も
い
る
と

い
う
が
、
低
価
格
で
買
え
る

肉
は
こ
の
よ
う
な
も
の
し
か

な
い
た
め
、「
レ
モ
ン
や
酢

で
洗
っ
て
食
べ
れ
ば
何
と
か

な
る
」
と
言
っ
て
買
っ
て
い

く
の
だ
と
い
う
。

　

２
４
日
、
全
国
の
市
警
が

一
斉
に
、
女
性
殺
人
や
殺
人

な
ら
び
に
そ
の
未
遂
事
件
に

関
わ
っ
た
人
物
を
検
挙
、
逮

捕
す
る
「
ク
ロ
ノ
ス
作
戦
」

を
実
行
し
た
。
同
日
付
現
地

紙
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
出
動

し
た
市
警
は
約
５
千
人
で
、

午
前
１
１
時
現
在
の
逮
捕
者

は
連
邦
直
轄
区
も
含
む
１
７

州
で
６
４
３
人
、
未
成
年
者

も
６
１
人
が
拘
束
さ
れ
て
い

る
。

　

同
作
戦
は
治
安
省
の
支
援

で
行
わ
れ
、
市
警
幹
部
の
全

国
審
議
会
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
た
。
市
警
全
国
審
議
会

議
長
の
エ
メ
ル
ソ
ン
・
ウ
ェ

ン
デ
ィ
警
部
に
よ
る
と
、
同

作
戦
の
逮
捕
者
は
１
千
人
を

超
え
る
見
込
み
だ
。
同
警
部

は
、「
こ
の
作
戦
は
女
性
殺

人
撲
滅
に
焦
点
を
当
て
た
も

の
」
と
し
て
い
る
。

　

ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ン
グ
マ
ン

治
安
相
に
よ
る
と
、
今
回
の

作
戦
は
、
治
安
省
と
司
法
当

局
の
協
力
を
得
た
警
察
が
、

治
安
統
一
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
ｕ

ｓ
ｐ
）
を
駆
使
す
る
事
で
可

能
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

今
回
の
作
戦
は
７
月
の
会

議
で
実
施
が
決
ま
っ
た
も
の

で
、
女
性
殺
人
を
中
心
と
し

た
暴
力
行
為
撲
滅
と
、
マ
リ

ア
・
ダ
・
ペ
ー
ニ
ャ
法
に
よ

る
女
性
保
護
の
た
め
の
措
置

を
保
障
す
る
目
的
で
行
わ
れ

た
。
今
作
戦
で
は
、
性
的
犯

罪
や
女
性
殺
人
の
現
場
や
被

害
者
か
ら
採
取
さ
れ
た
遺
伝

子
情
報
な
ど
も
使
わ
れ
た
。

同
種
の
情
報
は
来
年
末
ま
で

に
１
３
万
件
に
増
え
る
見
込

み
だ
と
い
う
。

　

作
戦
名
の
「
ク
ロ
ノ
ス
」

は
時
間
を
司
る
神
の
名
前

で
、
犯
罪
者
に
よ
っ
て
断
ち

切
ら
れ
た
被
害
者
の
命
や
時

間
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

午
前
１
１
時
ま
で
に
約

１
０
０
件
の
令
状
が
執
行
さ

れ
た
パ
ラ
ナ
州
で
は
、
ロ
ン

ド
リ
ー
ナ
市
で
昨
年
、
妻
に

放
火
し
た
容
疑
の
７
０
歳
の

男
性
逮
捕
な
ど
、女
性
殺
人
、

妻
や
交
際
相
手
へ
の
脅
迫
や

侮
辱
、
傷
害
、
裁
判
所
が
マ

リ
ア
・
ダ
・
ペ
ー
ニ
ャ
法
に

基
づ
い
て
下
し
た
保
護
的
措

置
へ
の
不
服
従
の
容
疑
が
か

け
ら
れ
た
人
物
逮
捕
や
家
宅

捜
索
が
行
わ
れ
た
。

　

南
大
河
州
サ
ン
タ
ク
ル
ー

ス
・
ド
・
ス
ル
で
は
、
１
２

日
に
行
方
不
明
に
な
り
、
翌

日
に
遺
体
で
発
見
さ
れ
た

２
４
歳
の
女
性
を
強
姦
、
殺

害
し
た
容
疑
で
５
８
歳
の
男

性
が
逮
捕
さ
れ
た
。
容
疑
者

は
前
科
も
な
く
、
被
害
者
と

の
関
係
も
な
か
っ
た
が
、
容

疑
者
の
遺
伝
子
情
報
と
被
害

者
の
体
内
か
ら
採
取
さ
れ
た

遺
伝
子
情
報
が
一
致
し
た
。

警
察
は
、
別
の
人
物
が
関
与

し
た
可
能
性
を
探
る
た
め
、

被
害
者
の
衣
服
の
鑑
定
結
果

を
待
っ
て
い
る
。
同
州
で
は

１
１
時
ま
で
に
２
０
人
を
逮

捕
、
未
成
年
者
３
人
の
身
柄

を
拘
束
し
て
い
る
。

　

５
月
末
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト

の
影
響
も
克
服
し
、
７
月
の

連
邦
政
府
の
税
収
や
諸
収

入
の
合
計
額
が
、
昨
年
同
月

比
で
１
２
・
８
３
％
増
（
イ

ン
フ
レ
調
整
済
み
数
値
）
に

な
っ
た
と
２
３
、２
４
日
付

伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

７
月
の
総
収
入
が

１
２
９
６
億
レ
だ
っ
た
と
、

国
税
庁
が
２
３
日
に
発
表
。

こ
れ
は
２
０
１
１
年
以
来
、

７
年
ぶ
り
の
好
結
果
で
、
政

府
の
経
済
ス
タ
ッ
フ
も
歳
入

額
予
想
を
上
方
修
正
す
る
勢

い
だ
。

　

今
年
７
月
ま
で
の
累
積
収

入
８
４
３
８
億
レ
は
、
昨
年

同
期
比
７
・
７
４
％
増
。
こ

れ
ま
で
の
好
調
な
税
収
に
よ

り
、
今
年
の
財
政
目
標
で
あ

る
「
基
礎
的
財
政
収
支
赤
字

１
５
９
０
億
レ
以
内
」
の
達

成
に
手
が
届
き
そ
う
だ
と
政

府
は
喜
ん
で
い
る
。

　

昨
年
の
基
礎
的
財
政
収
支

は
１
２
４
０
億
レ
の
赤
字

で
、
４
年
連
続
赤
字
で
あ
る

と
共
に
、
史
上
２
番
目
に
悪

い
数
値
だ
っ
た
。
現
在
政
府

は
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字

転
換
は
早
く
て
も
２
０
２
２

年
以
降
と
見
て
い
る
。

　

エ
ス
テ
ヴ
ェ
ス
・
コ
ル

ナ
ー
ゴ
企
画
相
は
、
一
昨
年

に
成
立
し
た
上
限
法
の
た
め

に
、
政
府
歳
出
は
こ
れ
以
上

上
げ
ら
れ
ず
、
税
収
増
が
歳

出
増
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な

い
と
語
り
、
増
え
た
分
は
基

礎
的
財
政
収
支
の
改
善
（
赤

字
解
消
）
や
、
上
限
法
の
対

外国為替市況
中銀サイトより

8月24日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.1099  R$
買　4.1892  R$

円相場
売　0.0370  R$
買　0.0370  R$

子供に「撃ち方知ってる？」で再物議
　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
聖
州
ア
ラ
サ
ト
ゥ
ー
バ
で
開
か
れ
た

象
外
で
あ
る
国
営
企
業
へ

の
資
本
投
入
や
災
害
発
生
時

の
特
別
融
資
に
使
わ
れ
る
と

語
っ
て
い
る
。

　

国
税
庁
の
税
制
関
税
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
ク
ラ
ウ
デ

ミ
ー
ル
・
マ
ラ
キ
ア
ス
氏
は
、

「
７
月
は
原
油
の
国
際
価
格

高
騰
と
、
輸
出
に
有
利
な
ド

ル
高
が
起
き
、
石
油
採
掘
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
目
立
っ
て
増

え
た
」
と
語
る
。

　

同
氏
は
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
の

た
め
、
５
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
落
ち
込
ん
だ
分
の
反
動

と
し
て
、
７
月
の
財
や
サ
ー

ビ
ス
の
売
り
上
げ
が
伸
び
た

事
も
税
収
増
に
寄
与
し
た
と

見
て
い
る
。

腐
っ
た
肉
に
人
々
が
長
蛇
の
列

電
力
不
足
で
冷
凍
も
で
き
ず

５
千
人
出
動
し
６
４
３
人
逮
捕

ボウソ
ナ ロ

高 等 裁

年
金
増
額
の
条
件
を
拡
大

（２）２０１８年 第５０６９号 ８月 ２５日 （土曜日）

ベネズエラ

歳
入
額
予
想
を
上
方
修
正
か

れ
る
た
め
、
な
お
さ
ら
政
府

の
心
配
も
大
き
く
な
る
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｊ
は
、
増
額
の
権
利

を
新
た
に
得
る
人
の
法
的
基

準
を
厳
密
に
定
め
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
介
護
を
受
け

て
い
る
年
金
受
給
者
に
よ
る

増
額
申
請
が
殺
到
す
る
可
能

性
も
あ
る
と
Ｅ
紙
は
警
鐘
を

鳴
ら
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｊ
で
は
、
判
断
待
ち

の
社
会
保
障
関
連
訴
訟
が
た

ま
っ
て
い
る
。
社
会
保
障
に

関
す
る
規
定
は
連
邦
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
判
断

は
Ｓ
Ｔ
Ｊ
が
下
す
が
、
憲
法

解
釈
に
か
か
わ
る
部
分
が
あ

る
と
場
合
に
は
、
政
府
は
最

高
裁
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
に
訴
え
る

事
も
出
来
る
。

　

連
邦
政
府
の
法
的
代
弁
機

関
、
総
弁
護
庁
（
Ａ
Ｇ
Ｕ
）

と
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
は
Ｓ
Ｔ
Ｆ
へ
の

控
訴
も
検
討
し
て
い
る
。

７
月
政
府
税
収
が
　
％
増
記
録
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昭
し
ょ
う

和わ

２
１
年ね

ん

２
月が

つ

４
日か

、
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

総そ
う

司し

令れ
い

部ぶ

の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
准

じ
ゅ
ん

将し
ょ
うは
民み

ん

政せ
い

局き
ょ
くの
ス
タ
ッ
フ
２
５
人に

ん

を

会か
い

議ぎ

室し
つ

に
招

し
ょ
う

集し
ゅ
うし
た
。

　

私わ
た
し
は
い
ま
諸し

ょ

君く
ん

に
憲け

ん

法ぽ
う

制せ
い

定て
い

会か
い

議ぎ

の
開か

い

会か
い

を
宣せ

ん

言げ
ん

す
る
。

こ
れ
か
ら
の
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

は
、
民み

ん

生せ
い

局き
ょ
くは
憲け

ん

法ぽ
う

制せ
い

定て
い

会か
い

議ぎ

の
役や

く

割わ
り

を
果は

た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。・
・
・

　
２
月が

つ

１
２
日に

ち

は
リ
ン
カ
ー
ン
誕た

ん

生じ
ょ
う

記き

念ね
ん

日び

で
あ
る
。
リ
ン

カ
ー
ン
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

に
（
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

を
）
日に

本ほ
ん

側が
わ

に
示し

め

し
、
ワ
シ

ン
ト
ン
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

（
２
月が

つ

２
０
日か

）
に
確か

く

定て
い

で
き
れ
ば
、
意い

義ぎ

は
ひ
と
し
お
深ふ

か

い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

概が
い

案あ
ん

は
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

ま
で
に
完か

ん

成せ
い

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。[

１
，

ｐ
２
６
５
－
２
６
９]

　

憲け
ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

は
１
日に

ち

遅お
く

れ
の
２
月が

つ

１
３
日に

ち

に
は
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

に

提て
い

示じ

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
指し

示じ

通ど
お

り
、
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

程て
い

度ど

で
民み

ん

生せ
い

局き
ょ
くは
草そ

う

案あ
ん

を
完か

ん

成せ
い

し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
ん

な
に
急い

そ

い
で
新あ

た
ら
し
い
憲け

ん

法ぽ
う

を
制せ

い

定て
い

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

そ
の
理り

由ゆ
う

は
、
２
月が

つ

下げ

旬じ
ゅ
んに
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

が
発ほ

っ

足そ
く

す
る
か

ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
任に

ん

務む

は
、「
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

最さ
い

高こ
う

司し

令れ
い

官か
ん（
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
）
の
と
っ
た
行こ

う

動ど
う

」
を
チ
ェッ
ク
し
、
と
く
に
「
日に

本ほ
ん

の

憲け
ん

法ぽ
う

機き

構こ
う

ま
た
は
占せ

ん

領り
ょ
う

制せ
い

度ど

の
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

変へ
ん

革か
く

」
に
つ
い
て
は
、

連れ
ん

合ご
う

国こ
く

司し

令れ
い

官か
ん

は
委い

員い
ん

会か
い

の
「
事じ

前ぜ
ん

協き
ょ
う

議ぎ

お
よ
び
意い

見け
ん

の
一い

っ

致ち

」
を
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
と
定さ

だ

め
ら
れ
て
い
た
。

　

極
き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

を
構こ

う

成せ
い

す
る
１
１
カ
国こ

く

に
は
ソ
連れ

ん

が
入は

い
っ
て
お

り
、
天て

ん

皇の
う

を
東と

う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

の
被ひ

告こ
く

に
す
る
こ
と
を
強

き
ょ
う

硬こ
う

に
主し

ゅ

張
ち
ょ
う

し
て
い
た
。
当と

う

然ぜ
ん

、
憲け

ん

法ぽ
う

問も
ん

題だ
い

で
は
天て

ん

皇の
う

制せ
い

廃は
い

止し

を
要よ

う

求き
ゅ
うし

仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

、急き
ゅ
う

造ぞ
う

成せ
い

功こ
う

２０００年
ねん

６月
がつ

４日
か

版
ばん

て
く
る
だ
ろ
う
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
本ほ

ん

国ご
く

に
次つ

ぎ

の
よ
う
な
電で

ん

文ぶ
ん

を
送お

く
っ
て
い
る
。

　
天て

ん

皇の
う

の
告こ

く

発は
つ

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
大お

お

き
な
衝

し
ょ
う

撃げ
き

を
与あ

た

え
、
そ
の
効こ

う

果か

は
計は

か

り
知し

れ
な
い
。
天て

ん

皇の
う

は
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
統と

う

合ご
う

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで

あ
り
、天て

ん

皇の
う

を
抹ま

っ

殺さ
つ

す
れ
ば
、日に

本ほ
ん

国こ
く

は
崩ほ

う

壊か
い

す
る
で
あ
ろ
う
。

実じ
っ

際さ
い

、
す
べ
て
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
天て

ん

皇の
う

を
国こ

っ

家か

元げ
ん

首し
ゅ

と
し
て
崇す

う

拝は
い

し
て
お
り
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣せ

ん

言げ
ん

は
天て

ん

皇の
う

を
存そ

ん

続ぞ
く

さ
せ
る
こ
と
を

保ほ

証し
ょ
うし
た
と
信し

ん

じ
て
い
る
。[

２
，
ｐ
３
８
５]

　
日に

本ほ
ん

占せ
ん

領り
ょ
うを
成せ

い

功こ
う

さ
せ
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん
へ
の
ス
テ
ッ
プ

に
し
た
い
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
し
て
は
、
天て

ん

皇の
う

制せ
い

を
破は

壊か
い

し
て
日に

本ほ
ん

各か
く

地ち

で
叛は

ん

乱ら
ん

が
起お

こ
る
よ
う
な
愚ぐ

は
絶ぜ

っ

対た
い

に
避さ

け
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

が
発ほ

っ

足そ
く

す
る

前ま
え

に
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

が
自み

ず
か
ら
起き

草そ
う

し
た
形か

た
ちで
、
天て

ん

皇の
う

制せ
い

を
残の

こ

し

つ
つ
民み

ん

主し
ゅ

的て
き

、
平へ

い

和わ

的て
き

な
憲け

ん

法ぽ
う

を
世せ

界か
い

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
せ
る
戦せ

ん

略
り
ゃ
く

を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

    

　
ど
ん
な
に
良よ

い
憲け

ん

法ぽ
う

で
も
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
胸む

な

元も
と

に
、
銃

じ
ゅ
う

剣け
ん

を

突つ

き
つ
け
て
受じ

ゅ

諾だ
く

さ
せ
た
憲け

ん

法ぽ
う

は
、
銃

じ
ゅ
う

剣け
ん

が
そ
の
場ば

に
と
ど

ま
っ
て
い
る
だ
け
し
か
も
た
な
い
と
い
う
の
が
自じ

分ぶ
ん

の
確か

く

信し
ん

だ
。[

３
，
ｐ
４
３]

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
後の

ち

に
語か

た

っ
た
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

が

作つ
く

っ
た
憲け

ん

法ぽ
う

は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

が
自じ

主し
ゅ

的て
き

に
制せ

い

定て
い

し
た
と
言い

う

形か
た
ちを
と
っ
て
も
、い
ず
れ
占せ

ん

領り
ょ
うと
い
う
「
銃

じ
ゅ
う

剣け
ん

」
が
終お

わ
っ
た
ら
、

す
ぐ
さ
ま
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
本ほ

ん

当と
う

の
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
憲け

ん

法ぽ
う

を
作つ

く

り
出だ

す

で
あ
ろ
う
。
今こ

ん

回か
い

の
憲け

ん

法ぽ
う

は
ソ
連れ

ん

を
含ふ

く

む
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

に
対た

い

し
て
、

天て
ん

皇の
う

制せ
い

維い

持じ

を
呑の

ま
せ
る
た
め
の「
仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

」に
過す

ぎ
な
い
、

と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
割わ

り
切き

っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
た
め
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
准

じ
ゅ
ん

将し
ょ
うに
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

の
中な

か

に
ど
う
し
て
も
入い

れ
て
ほ
し
い
原げ

ん

則そ
く

と
し

て
次つ

ぎ

の
３
点て

ん

を
示し

め

し
、
そ
れ
以い

外が
い

は
民み

ん

生せ
い

局き
ょ
くで
自じ

由ゆ
う

に
検け

ん

討と
う

し
て
よ
い
、
と
し
た
。

　
（
１
）
天て

ん

皇の
う

は
国こ

っ

家か

の
元げ

ん

首し
ゅ

で
あ
る
。

　
（
２
）
国く

に

の
主し

ゅ

権け
ん

的て
き

権け
ん

利り

と
し
て
の
戦せ

ん

争そ
う

は
放ほ

う

棄き

す
る
。

　
（
３
）
日に

本ほ
ん

の
封ほ

う

建け
ん

的て
き

制せ
い

度ど

は
廃は

い

止し

さ
れ
る
。

　
（
２
）
も
（
３
）
も
、
日に

本ほ
ん

が
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

に
と
っ
て
安あ

ん

全ぜ
ん

な
国く

に

と
な
る
こ
と
を
約や

く

束そ
く

し
た
項こ

う

目も
く

で
あ
る
。
そ
の
条

じ
ょ
う

件け
ん

の
上う

え

で
、

（
１
）
の
天て

ん

皇の
う

の
存そ

ん

在ざ
い

を
認み

と

め
よ
、
と
い
う
構こ

う

成せ
い

に
な
っ
て
い

る
。
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

に
天て

ん

皇の
う

制せ
い

存そ
ん

続ぞ
く

を
受う

け
入い

れ
さ
せ
る
た
め
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。

　
一い

ち

時じ

し
の
ぎ
の
仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

を
急

き
ゅ
う

造ぞ
う

す
る
、
と
い
う
戦せ

ん

略り
ゃ
くの
た

め
、
ス
タ
ッ
フ
も
お
ざ
な
り
な
も
の
だ
っ
た
。
民み

ん

政せ
い

局き
ょ
くの
２
５

人に
ん

の
中な

か

に
は
誰だ

れ

一ひ
と

人り

と
し
て
一い

っ

国こ
く

の
憲け

ん

法ぽ
う

を
起き

草そ
う

す
る
と
い
う

大た
い

任に
ん

に
当あ

た
れ
る
よ
う
な
識し

き

見け
ん

を
備そ

な

え
た
人じ

ん

物ぶ
つ

は
い
な
か
っ

た
。
弁べ

ん

護ご

士し

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
准

じ
ゅ
ん

将し
ょ
うの
ほ
か
に
４
人に

ん

の

弁べ
ん

護ご

士し

が
加く

わ

わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
に
憲け

ん

法ぽ
う

学が
く

を
専せ

ん

攻こ
う

し

た
者も

の

は
い
な
か
っ
た
。[

３
，ｐ
３
１]

　
自じ

分ぶ
ん

の
経け

い

歴れ
き

か
ら
い
っ
て
、
果は

た
し
て
こ
の
よ
う
な
任に

ん

に
堪た

え
得う

る
の
か
、
不ふ

安あ
ん

に
思お

も

い
ま
し
た
。（
オ
ズ
ボ
ー
ン
・
ハ
ウ

ゲ
陸り

く

軍ぐ
ん

中ち
ゅ
う

佐さ

）

　

私わ
た
し
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
不ふ

幸こ
う

な
こ
と
だ
と
思お

も

い
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
よ
っ
て
起き

草そ
う

さ
れ
た
憲け

ん

法ぽ
う

は
、

正せ
い

統と
う

性せ
い

を
持も

ち
得え

な
い
と
思お

も
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。（
ミ
ル
ト

ン
・
エ
ス
マ
ン
陸り

く

軍ぐ
ん

中ち
ゅ
う

尉い

）[

４
，
ｐ
１
５
３]

　

手て

元も
と

に
文ぶ

ん

献け
ん

も
な
か
っ
た
の
で
、
日に

本ほ
ん

語ご

に
堪た

ん

能の
う

な
ベ
ア
テ・

シ
ロ
タ
嬢じ

ょ
うが
都と

内な
い

を
駆か

け
巡め

ぐ
っ
て
、
図と

書し
ょ

館か
ん

か
ら
資し

料り
ょ
うを
か
き

集あ
つ

め
て
き
た
。
シ
ロ
タ
嬢じ

ょ
う
は
時と

き

に
わ
ず
か
２
２
歳さ

い

、
家か

族ぞ
く

制せ
い

度ど

や
女じ

ょ

性せ
い

の
権け

ん

利り

な
ど
に
つ
い
て
の
条

じ
ょ
う

項こ
う

を
担た

ん

当と
う

し
た
。[

４
，

１
５
６]

　

素し
ろ

人う
と

集し
ゅ
う

団だ
ん

が
一い

っ

週し
ゅ
う

間か
ん

で
憲け

ん

法ぽ
う

を
で
っ
ち
あ
げ
よ
う
と
す
れ

ば
、
と
ん
で
も
な
い
誤あ

や
ま
り
も
少す

く

な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

貴き

族ぞ
く

制せ
い

度ど

廃は
い

止し

で
貴き

族ぞ
く

院い
ん

は
な
く
な
る
の
で
一い

ち

院い
ん

制せ
い

に
す
る
、

と
い
う
原げ

ん

案あ
ん

に
対た

い

し
て
は
、
後の

ち

に
日に

本ほ
ん

側が
わ

か
ら
、
二に

院い
ん

制せ
い

は

議ぎ

会か
い

多た

数す
う

派は

の
独ど

く

走そ
う

に
対た

い

す
る
チ
ェッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン

ス
と
し
て
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
い
う
基き

本ほ
ん

知ち

識し
き

を
講こ

う

義ぎ

さ
れ
る
始し

末ま
つ

で

あ
っ
た
。

　

ま
た
民み

ん

生せ
い

局き
ょ
くに
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
ア
メ
リ
カ
の
左さ

翼よ
く

）

１
．
概が

い

案あ
ん

は
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

ま
で
に

　
　
　

完か
ん

成せ
い

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
多お

お

く
、「
土と

地ち

お
よ
び
一い

っ

切さ
い

の
天て

ん

然ね
ん

資し

源げ
ん

の
所し

ょ

有ゆ
う

権け
ん

は
国こ

っ

家か

に
帰き

属ぞ
く

し
」
な
ど
と
い
う
条

じ
ょ
う

項こ
う

が
あ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

を
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

憲け
ん

法ぽ
う

か
と
驚お

ど
ろ
か
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
条

じ
ょ
う

項こ
う

も
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
反は

ん

対た
い

で
、
削さ

く

除じ
ょ

さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
素し

ろ

人う
と

集し
ゅ
う

団だ
ん

が
わ
ず
か
一い

っ

週し
ゅ
う

間か
ん

程て
い

度ど

で
で
っ
ち
あ

げ
た
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

は
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
准

じ
ゅ
ん

将し
ょ
うに
よ
っ
て
２
月が

つ

１
３

日に
ち

に
吉よ

し

田だ

茂し
げ
る

外が
い

相し
ょ
うら
日に

本ほ
ん

側が
わ

に
提て

い

示じ

さ
れ
た
。

　
日に

本ほ
ん

側が
わ

が
草そ

う

稿こ
う

を
読よ

ん
で
い
る
間あ

い
だ、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
准

じ
ゅ
ん

将し
ょ
うら

は
庭に

わ

に
出で

て
、「
お
構か

ま

い
な
く
、
我わ

れ

々わ
れ

は
原げ

ん

子し

力り
ょ
くエ
ネ
ル
ギ
ー

の
暖だ

ん

を
と
っ
て
い
る
所と

こ
ろで
す
」
と
言い

っ
た
。
原げ

ん

子し

爆ば
く

弾だ
ん

に
ひ
っ

か
け
た
脅お

ど

し
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
語か

た
っ
た
。

　

最さ
い

高こ
う

司し

令れ
い

官か
ん

（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
）
は
、
天て

ん

皇の
う

を
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

者し
ゃ

と
し
て
取と

り

調し
ら

べ
る
べ
き
だ
と
い
う
、
他た

国こ
く

か
ら
の
圧あ

つ

力り
ょ
く、
こ

の
圧あ

つ

力り
ょ
くが
次し

第だ
い

に
強つ

よ

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

圧あ
つ

力り
ょ
くか
ら
天て

ん

皇の
う

を
守ま

も

ろ
う
と
い
う
決け

つ

意い

を
固か

た

く
保ほ

持じ

し
て
い

る
。

　
だ
が
紳し

ん

士し

諸し
ょ

君く
ん

、
最さ

い

高こ
う

司し

令れ
い

官か
ん

と
い
え
ど
も
、
万ば

ん

能の
う

で
は

な
い
。
た
だ
、
最さ

い

高こ
う

司し

令れ
い

官か
ん

は
、
こ
の
新あ

た
ら
し
い
憲け

ん

法ぽ
う

の
諸し

ょ

規き

定て
い

が
受う

け
入い

れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
実じ

っ

際さ
い

問も
ん

題だ
い

と
し
て
は
、
天て

ん

皇の
う

は
、
安あ

ん

泰た
い

に
な
る
と
考か

ん
が
え
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
最さ

い

高こ
う

司し

令れ
い

官か
ん

は
、
こ
れ
を
受う

け
入い

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

が
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

の
管か

ん

理り

か
ら
自じ

由ゆ
う

に
な
る
日ひ

が
ず
っ
と
早は

や

く
な
る
だ
ろ
う
と

考か
ん
がえ
て
お
ら
れ
る
。[

１
，
ｐ
３
０
１]

　

日に

本ほ
ん

側が
わ

は
、
憲け

ん

法ぽ
う

は
そ
の
国く

に

の
国こ

く

情じ
ょ
うと
民み

ん

情じ
ょ
うに
即そ

く

し
て
適て

き

切せ
つ

に
制せ

い

定て
い

せ
ら
れ
た
時と

き

の
み
成せ

い

果か

を
得え

ら
れ
る
、
と
い
う
説せ

つ

明め
い

書し
ょ

を
２
月が

つ

１
８
日に

ち

に
提て

い

出し
ゅ
つし
た
が
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
怒お

こ
っ

て
、
４
８
時じ

間か
ん

以い

内な
い

に
内な

い

閣か
く

に
よ
っ
て
国こ

く

民み
ん

に
草そ

う

案あ
ん

を
提て

い

示じ

せ

よ
と
、
最さ

い

後ご

通つ
う

告こ
く

を
下く

だ

し
た
。
第だ

い

一い
っ

回か
い

極き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

は
２
月が

つ

２
６
日に

ち

に
迫せ

ま
っ
て
い
た
。

　
ま
る
で
、
開か

い

戦せ
ん

前ま
え

の
ア
メ
リ
カ
の
最さ

い

後ご

通つ
う

告こ
く

並な

み
じ
ゃ
な
い

か
。

　

総そ
う

司し

令れ
い

部ぶ

の
草そ

う

案あ
ん

を
、
閣か

く

議ぎ

で
報ほ

う

告こ
く

す
る
と
、
閣か

く

僚り
ょ
うた
ち

の
間あ

い
だ
か
ら
は
そ
ん
な
声こ

え

も
聞き

こ
え
た
。
幣し

で

原は
ら

首し
ゅ

相し
ょ
うが
、
自じ

分ぶ
ん

と
し
て
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草そ

う

案あ
ん

を
受じ

ゅ

諾だ
く

で
き
な
い
と
思お

も

う
、
と

述の

べ
る
と
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
賛さ

ん

成せ
い

意い

見け
ん

が
続つ

づ

い
た
。

　

草そ
う

案あ
ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

訳や
く

を
作つ

く

る
の
に
時じ

間か
ん

が
か
か
る
と
い
う
理り

由ゆ
う

で
、
延え

ん

期き

を
願ね

が

い
、
修

し
ゅ
う

正せ
い

交こ
う

渉し
ょ
うを
続つ

づ

け
た
。
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

の

第だ
い

２
回か

い

の
会か

い

合ご
う

は
７
日か

に
予よ

定て
い

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
実じ

っ

質し
つ

的て
き

な
議ぎ

論ろ
ん

が
始は

じ

ま
る
可か

能の
う

性せ
い

が
強つ

よ

い
。
３
月が

つ

５
日か

、
午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

か
ら
閣か

く

議ぎ

が
開ひ

ら

か
れ
た
。
幣し

で

原は
ら

首し
ゅ

相し
ょ
うは
、

　
も
う
１
日に

ち

で
も
の
び
た
ら
、
大た

い

変へ
ん

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ほ

ん
と
に
大た

い

変へ
ん

な
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
天て

ん

皇の
う

を
抹ま

っ

殺さ
つ

す
れ
ば
、

　
　
日に

本ほ
ん

国こ
く

は
崩ほ

う

壊か
い

す
る
で
あ
ろ
う

９
．「
仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

」
戦せ

ん

略り
ゃ
く
の
誤ご

算さ
ん

（３） ２０１８年第５０６９号 	 ８月	２５日	（土曜日）

３
．
銃じ

ゅ
う

剣け
ん

を
突つ

き
つ
け
て

　
　
　
　

受じ
ゅ

諾だ
く

さ
せ
た
憲け

ん

法ぽ
う

４
．
憲け

ん

法ぽ
う

学が
く

を
専せ

ん

攻こ
う

し
た
者も

の

は

　
　
い
な
か
っ
た

　
　
　

今こ
ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

ま
で
に
、
新し

ん

憲け
ん

法ぽ
う

の
概が

い

案あ
ん

を
作つ

く

れ
…
。

　
　
　
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
急い

そ

が
せ
た
の
か
？

７
．
海か

い

外が
い

か
ら
の
反は

ん

響き
ょ
う

　
と
言い

っ
て
、
ポ
ロ
ポ
ロ
と
落ら

く

涙る
い

し
た
。
天て

ん

皇の
う

の
身み

柄が
ら

に
関か

ん

す

る
こ
と
だ
と
は
、
容よ

う

易い

に
想そ

う

像ぞ
う

が
つ
い
た
。
何な

ん

人に
ん

か
の
閣か

く

僚り
ょ
うが

ハ
ン
カ
チ
で
目め

を
拭ぬ

ぐ
っ
た
。
午ご

後ご

５
時じ

、
幣し

で

原は
ら

は
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

に

憲け
ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

を
示し

め

し
、
裁さ

い

可か

を
得え

た
。

　
ほ
か
の
点て

ん

は
ど
ん
な
も
の
で
も
、
日に

本ほ
ん

が
独ど

く

立り
つ

を
回か

い

復ふ
く

し

た
暁

あ
か
つ
きに
は
自じ

分ぶ
ん

た
ち
で
変へ

ん

更こ
う

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

皇こ
う

室し
つ

だ
け
は
い
っ
た
ん
ぶ
ち
壊こ

わ

し
て
し
ま
っ
た
ら
取と

り
戻も

ど

す
こ

と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、す
べ
て
の
も
の
を
犠ぎ

牲せ
い

に
し
て
も
、

天て
ん

皇の
う

制せ
い

の
護ご

持じ

だ
け
は
守ま

も

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
天て

ん

皇の
う

制せ
い

の
一い

っ

点て
ん

さ
え
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

に
対た

い

し
て
承

し
ょ
う

諾だ
く

さ
せ
て
く
れ
る
な
ら
、
あ
と
の
こ
と
は
す
べ
て
犠ぎ

牲せ
い

に
し
て
い
い
と
さ
え
思お

も
っ
て
い
る
。[

２
，
ｐ
４
５
１]

　
こ
れ
が
幣し

で

原は
ら

首し
ゅ

相し
ょ
うの
腹は

ら

だ
っ
た
。
３
月が

つ

６
日か

午ご

後ご

５
時じ

、

日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

は
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

草そ
う

案あ
ん

要よ
う

綱こ
う

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
そ
の
１
時じ

間か
ん

前ま
え

に
、
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

の
ス
タ
ッ
フ
が
英え

い

文ぶ
ん

の
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

１
３
部ぶ

に
首し

ゅ

相し
ょ
うの
サ
イ
ン
を
貰も

ら

い
、
そ
の
ま
ま
ワ
シ
ン
ト
ン
の
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

に
届と

ど

け
る
べ
く
、
米べ

い

軍ぐ
ん

機き

で
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
た
。

　

日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

の
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
新し

ん

憲け
ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

要よ
う

綱こ
う

は
、
海か

い

外が
い

で
も

反は
ん

響き
ょ
うを
巻ま

き
起お

こ
し
た
。[

４
，ｐ
２
８
１]

　
新し

ん

草そ
う

案あ
ん

が
陸り

く

・
海か

い

・
空く

う

軍ぐ
ん

を
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
廃は

い

止し

し
、
日に

本ほ
ん

は

今こ
ん

後ご

そ
の
安あ

ん

全ぜ
ん

と
生せ

い

存ぞ
ん

を
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

愛あ
い

好こ
う

国こ
く

の
信し

ん

義ぎ

に
依い

存ぞ
ん

す
べ
し
と
宣せ

ん

言げ
ん

す
る
に
い
た
っ
て
は
、余あ

ま

り
に〝
ユ
ー
ト
ピ
ア
〟

的て
き

で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
現げ

ん

実じ
つ

的て
き

な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
草そ

う

案あ
ん

を
軽か

ろ

ん
ず
る
に
至い

た

ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
。（
３
月が

つ

７
日か

付づ

け
、ニ
ュ
ー・

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
）

　
こ
れ
は
日に

本ほ
ん

の
憲け

ん

法ぽ
う

で
は
な
い
―
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す
る
ア
メ
リ
カ

の
憲け

ん

法ぽ
う

で
あ
る
。・
・
・
こ
の
憲け

ん

法ぽ
う

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

事じ

項こ
う

に
日に

本ほ
ん

の
現げ

ん

実じ
つ

か
ら
生う

ま
れ
た
思し

想そ
う

は
ひ
と
つ
も
な
い
。（
３
月が

つ

８
日か

付づ

け
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
ー
）

　

ど
ち
ら
も
ま
っ
と
う
な
正せ

い

論ろ
ん

で
あ
る
が
、陰か

げ

に
あ
る
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
「
仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

」
戦せ

ん

略り
ゃ
くに
見み

事ご
と

に
引ひ

っ
か
か
っ
て
い
る
。

　

軍ぐ
ん

備び

の
全ぜ

ん

面め
ん

廃は
い

止し

に
つ
い
て
は
、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

が
い
る
間あ

い
だ
は
軍ぐ

ん

備び

は
無む

用よ
う

だ
し
、
占せ

ん

領り
ょ
うが
終お

わ
れ
ば
日に

本ほ
ん

は
さ
っ
さ
と
新あ

た
らし
い

憲け
ん

法ぽ
う

を
作つ

く

っ
て
再さ

い

軍ぐ
ん

備び

す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
何な

ん

ら
問も

ん

題だ
い

で
は

な
い
。
そ
れ
よ
り
日に

本ほ
ん

が
「
平へ

い

和わ

愛あ
い

好こ
う

国こ
く

」
の
仲な

か

間ま

入い

り
を

し
た
と
い
う
鮮せ

ん

烈れ
つ

な
る
印い

ん

象し
ょ
うを
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

側が
わ

に
与あ

た

え
ら
れ
れ
ば
、

そ
れ
で
良よ

い
。

　
「
日に

本ほ
ん

の
現げ

ん

実じ
つ

か
ら
生う

ま
れ
た
思し

想そ
う

が
な
い
」
と
い
う
の
も

当と
う

然ぜ
ん

の
指し

摘て
き

で
、
た
と
え
ば
前ぜ

ん

文ぶ
ん

は
ア
メ
リ
カ
独ど

く

立り
つ

宣せ
ん

言げ
ん

、

合が
っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

、
リ
ン
カ
ー
ン
の
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
ク
に
お
け
る

演え
ん

説ぜ
つ

な
ど
の
切き

り
貼は

り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
天て

ん

皇の
う

は

象し
ょ
う

徴ち
ょ
う

的て
き

元げ
ん

首し
ゅ

と
し
て
残の

こ

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
日に

本ほ
ん

は
ア
メ
リ

カ
の
よ
う
な
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

に
な
る
の
だ
、
と
い
う
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

に
は

分わ

か
り
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
が
伝つ

た

わ
れ
ば
そ
れ
で
良よ

い
。

    

■
参さ

ん

考こ
う

■

１
． 

「
史し

録ろ
く

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

」

児こ

島じ
ま

襄の
ぼ
る、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｓ

６
１
．
５

２
． 

「
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

を
作つ

く

っ

た
男お

と
こ

―
宰さ

い

相し
ょ
う

幣し
で

原は
ら

喜き

重
じ
ゅ
う

郎ろ
う

」、
塩し

お

田た

潮う
し
お、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
０
．
８

３
． 

「
１
９
４
６
年ね

ん

憲け
ん

法ぽ
う

―

そ
の
拘こ

う

束そ
く

」
江え

藤と
う

淳す
な
お、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
７
．
１

４
． 

「
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
こ
う

し
て
生う

ま
れ
た
」、
西に

し

修お
さ
む、

中ち
ゅ
う

公こ
う

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
２
．
４

８
．「
仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

」
戦せ

ん

略り
ゃ
く、
成せ

い

功こ
う

５
．
４
８
時じ

間か
ん

以い

内な
い

に
内な

い

閣か
く

に

　
　

よ
っ
て
国こ

く

民み
ん

に
提て

い

示じ

せ
よ

　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
、
憲け

ん

法ぽ
う

問も
ん

題だ
い

は
極

き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

の
管か

ん

轄か
つ

と
言い

い
な
が
ら
、
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

に
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
せ
、
な
お
か

つ
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

と
し
て
承

し
ょ
う

認に
ん

を
与あ

た

え
た
事こ

と

に
対た

い

し
て
、
委い

員い
ん

会か
い

メ
ン
バ
ー
は
驚お

ど
ろか
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

は
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

時じ

に
「
日に

本ほ
ん

国こ
く

の
最さ

い

終し
ゅ
うの
統と

う

治ち

形け
い

態た
い

は
『
ポ
ツ
ダ
ム
宣せ

ん

言げ
ん

』
に
従し

た
がい
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

国こ
く

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

に
表

ひ
ょ
う

明め
い

す
る
意い

思し

に
よ
り
決け

っ

定て
い

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
」
と

い
う
回か

い

答と
う

を
与あ

た

え
て
お
り
、
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

が
「
自じ

主し
ゅ

的て
き

に
」
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
て
し
ま
っ
た
以い

上じ
ょ
う、
そ
れ
を
覆

く
つ
が
えす
権け

ん

限げ
ん

は

持も

ち
得え

な
か
っ
た
。

　

極
き
ょ
く

東と
う

委い

員い
ん

会か
い

で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代だ

い

表ひ
ょ
うの
ベ
レ
ン
ゼ
ン
卿

き
ょ
う

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
発は

つ

言げ
ん

を
し
て
い
る
。[

４
，ｐ
２
４
７]

　
自じ

分ぶ
ん

は
、
憲け

ん

法ぽ
う

審し
ん

議ぎ

を
日に

本ほ
ん

の
国こ

っ

会か
い

の
議ぎ

事じ

録ろ
く

か
ら
取と

り

上あ

げ
よ
と
い
う
ソ
連れ

ん

の
提て

い

案あ
ん

を
支し

持じ

す
る
用よ

う

意い

は
な
い
け
れ

ど
も
、
現げ

ん

在ざ
い

の
国こ

っ

会か
い

は
、
憲け

ん

法ぽ
う

に
つ
き
最さ

い

終し
ゅ
う

決け
っ

定て
い

権け
ん

を
与あ

た

え

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政せ

い

府ふ

、
お

よ
び
、
自じ

分ぶ
ん

の
考か

ん
がえ
で
あ
る
。

　
こ
の
時と

き

、
す
で
に
憲け

ん

法ぽ
う

草そ
う

案あ
ん

は
日に

本ほ
ん

の
国こ

っ

会か
い

で
議ぎ

論ろ
ん

さ
れ
て

い
た
の
だ
が
、
天て

ん

皇の
う

制せ
い

廃は
い

止し

を
目も

く

論ろ

む
ソ
連れ

ん

は
国こ

っ

会か
い

議ぎ

論ろ
ん

の

取と

り
消け

し
を
要よ

う

求き
ゅ
うし
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
す
が
に
そ
の
よ
う
な

暴ぼ
う

論ろ
ん

は
、
賛さ

ん

同ど
う

を
得え

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

と
国こ

っ

会か
い

は
、
真し

ん

に
「
日に

本ほ
ん

国こ
く

国こ
く

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

に
表

ひ
ょ
う

明め
い

す
る
意い

思し

」
を

代だ
い

表ひ
ょ
うし
て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
ベ
レ
ン
ゼ
ン
卿き

ょ
うの
せ
め
て
も
の

反は
ん

発ぱ
つ

で
あ
っ
た
。
結け

っ

局き
ょ
く、
そ
れ
も
数す

う

年ね
ん

内な
い

に
国こ

く

民み
ん

投と
う

票ひ
ょ
うで
確か

く

認に
ん

す
る
、
と
い
う
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
結け

つ

論ろ
ん

で
押お

し
切き

ら
れ
て

し
ま
っ
た
。

    

　
こ
う
し
て
「
仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

」
戦せ

ん

略り
ゃ
くは
見み

事ご
と

な
成せ

い

功こ
う

を
収お

さ

め
た
。

し
か
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
見み

通と
お

し
を
誤

あ
や
ま
っ
た
点て

ん

が
た
だ
一ひ

と
つ

あ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

は
銃

じ
ゅ
う

剣け
ん

で
押お

し
つ
け
ら
れ
た
「
仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

」
を
、
占せ

ん

領り
ょ
うが
終お

わ
っ
て
も
廃は

い

棄き

し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

 

『
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
こ
う
し
て
生う

ま
れ
た
』
の
著ち

ょ

者し
ゃ

、
西に

し

修お
さ
む・
駒こ

ま

沢ざ
わ

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
昭

し
ょ
う

和わ

５
９
年ね

ん

か
ら
６
０
年ね

ん

に
か
け

て
、
当と

う

時じ

民み
ん

生せ
い

局き
ょ
くで
憲け

ん

法ぽ
う

起き

草そ
う

に
あ
た
っ
た
何な

ん

人に
ん

か
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行

お
こ
な
っ
た
。
彼か

れ

ら
の
大た

い

半は
ん

は
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
短た

ん

時じ

間か
ん

で

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
資し

料り
ょ
うも
な
い
ま
ま
作つ

く

り
上あ

げ
た
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
、
そ

の
後ご

一い
ち

度ど

も
改か

い

正せ
い

さ
れ
て
い
な
い
の
を
聞き

い
て
、
驚お

ど
ろい
た
と
い

う
。

　
「
仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

」
と
し
て
当と

う

座ざ

し
の
ぎ
に
急

き
ゅ
う

造ぞ
う

さ
れ
、
海か

い

外が
い

か

ら
も「
ユ
ー
ト
ピ
ア
的て

き

」な
ど
と
批ひ

判は
ん

さ
れ
た
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
、

な
ぜ
半は

ん

世せ
い

紀き

以い

上じ
ょ
うも
改か

い

正せ
い

さ
れ
ず
に
き
た
の
か
？　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
政せ

い

治じ

的て
き

ナ
イ
ー
ブ
さ
が
原げ

ん

因い
ん

な
の
か
？　

あ
る
い
は
、
こ
の

「
仮か

設せ
つ

憲け
ん

法ぽ
う

」に
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心こ

こ
ろの
琴き

ん

線せ
ん

に
ふ
れ
る
よ
う
な「
な

に
か
」
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　
こ
れ
は
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

を
考か

ん
が
え

る
上う

え

で
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
問も

ん

題だ
い

で
あ
る
が
、
後ご

日じ
つ

の
テ
ー
マ
と
し
た
い
。

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
０
５) 

憲け
ん

法ぽ
う

の
国こ

く

際さ
い

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

　
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

、
無む

改か
い

正せ
い

期き

間か
ん

の
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

更こ
う

新し
ん

中ち
ゅ
う。

６
．
も
う
１
日に

ち

で
も
の
び
た
ら
、

　
　

大た
い

変へ
ん

な
こ
と
に
な
り
ま
す
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ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

は
焼や

き
そ
ば
を
提て

い

供き
ょ
うし
た
。
麺め

ん

は

食し
ょ
く

品ひ
ん

製せ
い

造ぞ
う

会が
い

社し
ゃ

の
ア
ル
フ
ァ
、

醤し
ょ
う

油ゆ

は
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
、
皿さ

ら

や
箸は

し

も
市し

内な
い

の
専せ

ん

門も
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

か

ら
寄き

付ふ

し
て
も
ら
っ
た
。
し

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

の
「
第だ

い

９
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

俳は
い

句く

大た
い

会か
い

」
が
１
８
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
、《
吾あ

子こ

の
国く

に

父ふ

母ぼ

眠ね
む

る
国く

に

サ
ビ
ア
鳴な

く
》
を
詠よ

ん
だ
西に

し

谷た
に

律り
つ

子こ

さ
ん
が
席せ

き

題だ
い

総そ
う

合ご
う

得と
く

点て
ん

２
１
点て

ん

を
獲か

く

得と
く

し
、
１
位い

に
輝か

が
やい
た
。
サ
ン
カ
ル
ロ

ス
な
ど
遠え

ん

方ぽ
う

か
ら
の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

も
あ
り
、
俳は

い

句く

仲な
か

間ま

と
顔か

お

を
合あ

わ
せ
て
親し

ん

睦ぼ
く

を
深ふ

か

め
、
楽た

の

し
い
一い

ち

日に
ち

を
過す

ご
し
た
。（
全ぜ

ん

作さ
く

品ひ
ん

は
５
ペ
ー
ジ
に
掲け

い

載さ
い

）

か
も
麺め

ん

の
調

ち
ょ
う

理り

は
デ
リ
バ

リ
ー
中

ち
ゅ
う

華か

の
「C

h
in
a in 

B
o
x

」
が
担に

な

っ
て
く
れ
た
。

販は
ん

売ば
い

収し
ゅ
う

益え
き

は
建た

て

物も
の

の
維い

持じ

費ひ

や
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

の
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うに
充あ

て
ら
れ
る
。
校こ

う

長ち
ょ
うの
大お

お

澤さ
わ

さ

ん
は
「
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

を
助た

す

け

よ
う
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
を
盛も

り
上あ

げ
よ
う
と
い
う
思お

も

い
で
や
っ
て

く
れ
て
い
る
。
本ほ

ん

当と
う

に
あ
り

が
た
い
で
す
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

し
き

　

文ぶ
ん

協き
ょ
うの
林は

や
し
ま
ど
か
副ふ

く

会か
い

長
ち
ょ
う

は
開か

い

会か
い

式し
き

で
「『
花は

な

曇ぐ
も

り
』
な

ど
俳は

い

句く

な
ら
で
は
の
美う

つ
く
し
い

日に

本ほ
ん

語ご

が
あ
り
ま
す
。
俳は

い

句く

と
い
う
素す

晴ば

ら
し
い
活か

つ

動ど
う

を

通と
お

し
て
皆み

な

様さ
ま

の
健す

こ

や
か
な
ご

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

を
願ね

が

っ
て
い
ま
す
」
と

挨あ
い

拶さ
つ

し
た
。

　
「
兼け

ん

題だ
い

部ぶ

門も
ん

」
で
は
冬と

う

季き

一い
っ

切さ
い

、
５
句く

投と
う

句く

。
投と

う

句く

者し
ゃ

数す
う

は
９
２
人に

ん

で
、
投と

う

句く

総そ
う

数す
う

は

４
６
０
句く

。
１
１
人に

ん

の
選せ

ん

者じ
ゃ

が
そ
れ
ぞ
れ
次つ

ぎ

の
句く

を
特と

く

選せ
ん

に
選え

ら

ん
だ
。

▽
青あ

お

木き

駿し
ゅ
ん

浪ろ
う

選せ
ん

《
生い

き
甲が

斐い

は
俳は

い

句く

一い
っ

途と

や
冬ふ

ゆ

ぬ
く
し
》

中ち
ゅ
う

馬ま
ん

淳じ
ゅ
ん

一い
ち、
▽
伊い

那な

宏ひ
ろ
し

選せ
ん

《
根ね

に
命

い
の
ち

委ゆ
だ

ね
て
菊き

く

の
枯か

れ
に

け
り
》
二ふ

た

見み

智ち

佐さ

子こ

、
▽
小こ

斎さ
い

棹さ
お

子こ

選せ
ん

《
移い

民み
ん

祭さ
い

殆ほ
と
んど
聞き

け
ぬ
日に

本ほ
ん

語ご

》
西に

し

朋と
も

子こ

、
▽

児こ

玉だ
ま

和か
ず

代よ

選せ
ん

《
永な

が

ら
え
て
な

ん
の
な
ん
の
と
た
ま
ご
酒ざ

け

》

小お

村む
ら

広ひ
ろ

江え

、
▽
笹さ

さ

谷た
に

蘭ら
ん

峯ぽ
う

選せ
ん

《
百

ひ
ゃ
く

十じ
ゅ
う

年ね
ん

の
歩あ

ゆ

み
重お

も

た
く

移い

民み
ん

の
日ひ

》
西に

し

谷た
に

律り
つ

子こ

、
▽

富と
み

岡お
か

絹き
ぬ

子こ

選せ
ん

《
一い

っ

徹て
つ

も
丸ま

る

く

老お

い
た
り
寒か

ん

の
月つ

き

》
須す

賀が

吐と

句く

志し

、
▽
富と

み

重し
げ

久ひ
さ

子こ

選せ
ん

《
遠え

ん

来ら
い

の
客き

ゃ
くを
も
て
な
す
大お

お

焚た
き

火び

》

藤ふ
じ

井い

美み

智ち

子こ

、
▽
西に

し

田だ

は
る

の
選せ

ん

《
虎も

落が
り

笛ぶ
え

湖み
ず
う
みに
沈し

ず

み
し

村む
ら

を
哭な

く
》
保や

す

田だ

渡と

南な
ん

、
▽

樋ひ

口ぐ
ち

玄げ
ん

海か
い

児じ

選せ
ん

《
ブ
ラ
ジ
ル

は
緑み

ど
り
の
国く

に

よ
移い

民み
ん

の
日ひ

》
西に

し

川か
わ

あ
け
み
、
▽
廣ひ

ろ

瀬せ

芳ほ
う

山ざ
ん

選せ
ん

《
三さ

ん

寒か
ん

の
不ぶ

精し
ょ
う

四し

温お
ん

の
紅べ

に

を

さ
す
》
二ふ

た

見み

智ち

佐さ

子こ

、
▽
広ひ

ろ

田た

ユ
キ
選せ

ん

《
着き

ぶ
く
れ
て
暗あ

ん

証し
ょ
う

番ば
ん

号ご
う

忘わ
す

れ
た
り
》
西に

し

川か
わ

あ

け
み

　

大た
い

会か
い

当と
う

日じ
つ

の
「
席せ

き

題だ
い

部ぶ

門も
ん

」

の
席せ

き

題だ
い

は
「
春

し
ゅ
ん

寒か
ん

、
藤ふ

じ

、
子こ

猫ね
こ

、(

春
し
ゅ
ん

季き

一い
っ

切さ
い)

」。
一い

っ

般ぱ
ん

は
５
句く

投と
う

句く

５
句く

選せ
ん

。
投と

う

句く

者し
ゃ

数す
う

は
４
０
人に

ん

、
投と

う

句く

総そ
う

数す
う

は
１
２
０
句く

。
選せ

ん

者じ
ゃ

は
吉よ

し

田だ

し
の
ぶ
、
富と

み

重し
げ

久ひ
さ

子こ

、
小こ

斎さ
い

棹さ
お

子こ

、
伊い

那な

宏ひ
ろ
しの
４
氏し

。
各か

く

選せ
ん

者じ
ゃ

の
特と

く

選せ
ん

句く

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
。

▽
伊い

那な

宏ひ
ろ
し

選せ
ん

《
余よ

生せ
い

今い
ま

天て
ん

に

任ま
か

せ
て
大お

お

朝あ
さ

寝ね

》
吉よ

し

田だ

し
の

ぶ
、
▽
小こ

斎さ
い

棹さ
お

子こ

選せ
ん

《
吾あ

子こ

の
国く

に

父ふ

母ぼ

眠ね
む

る
国く

に

サ
ビ
ア
鳴な

く
》
西に

し

谷た
に

律り
つ

子こ

、
▽
富と

み

重し
げ

久ひ
さ

子こ

選せ
ん

《
藤ふ

じ

か
ほ
り
移い

民み
ん

の
道み

ち

　

校こ
う

舎し
ゃ

の
各か

く

教き
ょ
う

室し
つ

で
は
書し

ょ

道ど
う

や
生い

け

花ば
な

、
切き

り
絵え

、
着き

物も
の

の

着き

付つ

け
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
展て

ん

示じ

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

歌う
た

が
る
た
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
た

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ウ
ド
レ

イ
さ
ん
（
２
３
）
は
競

き
ょ
う

技ぎ

か

る
た
を
題だ

い

材ざ
い

に
し
た
ア
ニ
メ

「
ち
は
や
ふ
る
」
を
観み

て
関か

ん

心し
ん

を
持も

ち
、
同ど

う

ア
ニ
メ
フ
ァ

ン
の
友ゆ

う

人じ
ん

ら
と
研け

ん

究き
ゅ
う

会か
い

を
立た

ち
上あ

げ
た
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

は
話は

な

せ
な
い
が
、

百ひ
ゃ
く

人に
ん

一い
っ

首し
ゅ

を
ネ
ッ
ト
で
調し

ら

べ

て
勉べ

ん

強き
ょ
うし
札ふ

だ

を
読よ

め
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
札ふ

だ

は
日に

本ほ
ん

か

ら
取と

り
寄よ

せ
た
。
か
る
た
は

ブ
ラ
ジ
ル
で
全ぜ

ん

然ぜ
ん

知し

ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
や
る
人ひ

と

を
増ふ

や
し
た
い
」
と
言い

う
。
彼か

れ

か

ら
説せ

つ

明め
い

を
受う

け
た
サ
ム
ラ
イ

を
ふ
り
返か

え

る
》
脇わ

き

山や
ま

千ち

寿ず

子こ

、

▽
吉よ

し

田だ

し
の
ぶ
選せ

ん

《
十

じ
ゅ
う

二に

人に
ん

死し

刑け
い

の
ニ
ュ
ー
ス
春は

る

寒さ
む

し
》
小こ

斎さ
い

棹さ
お

子こ

　

席せ
き

題だ
い

の
総そ

う

合ご
う

得と
く

点て
ん

で
は
西に

し

谷た
に

律り
つ

子こ

さ
ん
が
１
位い

（
２
１

点て
ん

）、
西に

し

山や
ま

ひ
ろ
子こ

さ
ん
が
２

位い

（
１
８
点て

ん

）、
西に

し

森も
り

ゆ
り

え
さ
ん
が
３
位い

（
１
５
点て

ん

）、

森も
り

川か
わ

玲れ
い

子こ

さ
ん
が
４
位い

（
１
２
点て

ん

）、
鈴す

ず

木き

文ふ
み

子こ

さ

ん
と
浅あ

さ

海み

護も
り

也や

さ
ん
が
同ど

う

点て
ん

５
位い

（
１
１
点て

ん

）、
小お

村む
ら

広ひ
ろ

江え

さ
ん
が
６
位い

（
１
０
点て

ん

）、

脇わ
き

山や
ま

千ち

寿ず

子こ

さ
ん
、
太お

お

田た

映え
い

子こ

さ
ん
、
吉よ

し

田だ

し
の
ぶ
さ
ん

が
同ど

う

点て
ん

７
位い

（
９
点て

ん

）。

　

当と
う

日じ
つ

参さ
ん

加か

し
た
４
０
人に

ん

姿す
が
たの
ブ
ル
ー
ナ
・
ビ
ッ
カ
さ

ん
（
２
４
）
は
「
難む

ず
か

し
そ
う

だ
け
ど
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
わ
」
と
言い

い
な
が
ら
か
る
た
札ふ

だ

を
じ
っ

と
見み

つ
め
て
い
た
。

　

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

に

は
体た

い

育い
く

館か
ん

で
行お

こ
な

わ
れ
る
ア
ニ

メ
フ
ェ
ス
タ
「
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｅ　

Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｚ
」
を
目め

当あ

て
に
く

かるたを紹
しょう

介
かい

するアウドレイさん（右
みぎ

）と説
せつ

明
めい

を聞
き

くビッカさん

真
しん

剣
けん

な表
ひょう

情
じょう

で作
さく

句
く

する皆
みな

さん

森
もり

西
にし

カルロス副
ふく

会
かい

長
ちょう

、婦
ふ

人
じん

部
ぶ

部
ぶ

長
ちょう

の岡
おか

美
み

恵
え

子
こ

さん、角
すなみ

南美
み

佐
さ

子
こ

会
かい

長
ちょう

　

先せ
ん

月げ
つ

の
西に

し

日に

本ほ
ん

豪ご
う

雨う

で
大お

お

き
な
被ひ

害が
い

を
受う

け
た
母ぼ

県け
ん

を

支し

援え
ん

す
る
た
め
に
、
岡お

か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
角す

な
み南
美み

佐さ

子こ

会か
い

長ち
ょ
う

）

は
「
支し

援え
ん

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ

会か
い

」
を
１
９
日に

ち

に
同ど

う

会か
い

館か
ん

で

開か
い

催さ
い

。
急き

ゅ
う

き
ょ
呼よ

び
か
け
た

に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
若わ

か

者も
の

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
２
０
０
人に

ん

を
上う

わ

回ま
わ

る
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
き
た
。
材ざ

い

料り
ょ
う

費ひ

を

差さ

し
引ひ

い
た
収

し
ゅ
う

益え
き

の
全ぜ

ん

額が
く

を

母ぼ

県け
ん

に
寄き

付ふ

す
る
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
恒こ

う

例れ
い

の
「
桃も

も

太た

郎ろ
う

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
会か

い

」

を
６
月が

つ

に
行お

こ
な

い
、
７
月が

つ

に
は

県け
ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
な
ど
立た

て
続つ

づ

け
に
大だ

い

イ
ベ
ン
ト
を
こ
な
し
て

き
た
ば
か
り
だ
が
、
今こ

ん

回か
い

は

母ぼ

県け
ん

の
た
め
に
特と

く

別べ
つ

開か
い

催さ
い

を

決き

め
た
。

　

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

部ぶ

長ち
ょ
うの
岡お

か

美み

恵え

子こ

さ
ん
は
、「
あ
り
が
た
い
こ
と

に
ほ
ぼ
完か

ん

売ば
い

。
文ぶ

ん

協き
ょ
う

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

の
若わ

か

い
人ひ

と

た
ち
も
、
こ
ぞ
っ

て
食た

べ
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

１
円え

ん

で
も
多お

お

く
募ぼ

金き
ん

を
送お

く

ろ

う
と
み
ん
な
が
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
く

れ
ま
し
た
。
材ざ

い

料り
ょ
うの
大た

い

半は
ん

は

寄き

付ふ

な
ん
で
す
よ
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
。

　

角す
な
み南
会か

い

長ち
ょ
うも
「
突と

つ

然ぜ
ん

、
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
私

わ
た
し

も
驚お

ど
ろ

い
た
。
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

が
や
る

と
言い

っ
て
く
れ
た
か
ら
、
や
る

こ
と
を
決け

つ

断だ
ん

し
た
。
思お

も

い
切き

っ

て
や
っ
た
よ
か
っ
た
」
と
胸む

ね

を

撫な

で
下お

ろ
し
て
い
た
。

　

義ぎ

援え
ん

金き
ん

は
来ら

い

月げ
つ

中ち
ゅ
う

旬
じ
ゅ
ん

ま
で
募つ

の

っ
て
お
り
、
フ
ェ
イ

ジ
ョ
ア
ー
ダ
の
収

し
ゅ
う

益え
き

と
あ

れ
な
い
様よ

う

子す

で
話は

な

し
て
い
た
。　

　
　
　
　
　

◎

　

樋ひ

渡わ
た
し

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

は
「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
が
始は

じ

ま
っ
た
当と

う

初し
ょ

は
『
ア

ニ
メ
や
コ
ス
プ
レ
は
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

と
か
け
離は

な

れ
て
い
る
』と
し
、

『
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｅ　

Ｂ
Ｕ
Ｚ

Ｚ
』
を
一い

っ

緒し
ょ

に
開か

い

催さ
い

す
る
こ

と
に
反は

ん

対た
い

す
る
声こ

え

が
あ
っ
た
。

で
も
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
多お

お

け
れ
ば
そ

れ
だ
け
出で

店み
せ

で
買か

う
人ひ

と

が
増ふ

え
て
助た

す

か
る
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を

盛も

り
上あ

げ
る
た
め
に
も
一い

っ

緒し
ょ

に
開か

い

催さ
い

す
る
意い

義ぎ

は
大お

お

き
い
」

と
説せ

っ

得と
く

し
て
併へ

い

設せ
つ

す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。
同ど

う

祭さ
い

に
は

ア
ニ
メ
の
お
か
げ
で
若わ

か

者も
の

が

集あ
つ

ま
っ
て
い
る
。「
た
か
が
ア

ニ
メ
・
漫ま

ん

画が

」
と
馬ば

鹿か

に
せ

ず
、
地ち

方ほ
う

文ぶ
ん

協き
ょ
う

活か
っ

性せ
い

化か

の
よ

き
手し

ゅ

段だ
ん

と
し
て
活か

つ

用よ
う

し
て
み

た
ら
？

グ
ァ
タ
パ
ラ
か
ら
も
３
人に

ん

参さ
ん

加か

全ぜ
ん

伯ぱ
く

俳は
い

句く

大た
い

会か
い

で
西に

し

谷た
に

さ
ん
１
位い

る
若わ

か

者も
の

も
多お

お

く
、
会か

い

場じ
ょ
うに
は

た
く
さ
ん
の
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ

ー
が
練ね

り
歩あ

る

い
て
い
た
。

　

体た
い

育い
く

館か
ん

に
は
ア
ニ
メ
や
マ

ン
ガ
関か

ん

連れ
ん

の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
扱あ

つ
か

う
出

し
ゅ
っ

店て
ん

が
５
０
近ち

か

く
軒の

き

を
連つ

ら

ね
、

特と
く

設せ
つ

ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
の
カ
ラ
オ
ケ
や
韓は

ん

流
り
ゅ
う

ア
イ
ド
ル
の
ダ
ン
ス
が
披ひ

露ろ
う

地ち

域い
き

に
愛あ

い

さ
れ
る
一い

ち

大だ
い

イ
ベ
ン
ト
に

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
、過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
９
万ま

ん

人に
ん

イ
ベ
ン
ト
続つ

づ

き
で
も
特と

く

別べ
つ

に
決け

っ

行こ
う

支し

援え
ん

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
に
２
０
０
人に

ん

超ち
ょ
う

ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
で
若わ

か

者も
の

呼よ

び
込こ

む

さ
れ
た
。
３
月が

つ

に
別べ

つ

会か
い

場じ
ょ
うで
単た

ん

独ど
く

開か
い

催さ
い

し
た
と
き
に
は
２

日か

間か
ん

で
２
万ま

ん

人に
ん

を
動ど

う

員い
ん

。

「
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｅ　

Ｂ
Ｕ
Ｚ

Ｚ
」
主し

ゅ

催さ
い

の
ラ
フ
ァ
エ
ル・

エ
ス
ト
ラ
ン
さ
ん
（
２
７
）

は
「
よ
り
立り

っ

地ち

の
良よ

い
軍ぐ

ん

警け
い

察さ
つ

学が
っ

校こ
う

で
は
さ
ら
に
集

し
ゅ
う

客き
ゃ
くで
き
て
い
る
は
ず
」
と

話は
な

す
。

　

女じ
ょ

子し

高こ
う

生せ
い

の
制せ

い

服ふ
く

を
着き

た
ナ
タ
リ
ア
・
ホ
ド
リ
ゲ

ス
・
カ
ル
バ
ー
リ
ョ
さ
ん

（
２
９
）
は
、
忍に

ん

者じ
ゃ

や
一い

っ

角か
く

獣じ
ゅ
うの
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

扮ふ
ん

し
た
友ゆ

う

人じ
ん

ら
と
遊あ

そ

び
に

き
た
。「
こ
こ
は
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
よ
う
に
ア
ニ
メ
や

コ
ス
プ
レ
の
イ
ベ
ン
ト
が

た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
か
ら
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
が

毎ま
い

年と
し

の
楽た

の

し
み
。
明あ

日し
た

は

ポルト・アレグレ

岡
お か

山
や ま

県
け ん

人
じ ん

会
か い

吾
あ

子
こ

の国
くに

父
ふ

母
ぼ

眠
ねむ

る国
くに

サビア鳴
な

く
（７） ２０１８年第５０６９号  ８月 ２５日 （土曜日）

中ち
ゅ
うに
は
、
グ
ァ
タ
パ
ラ
移い

住
じ
ゅ
う

地ち

か
ら
３
人に

ん

も
。
そ
の
一ひ

と

人り

、

近こ
ん

藤ど
う

佐さ

代よ

子こ

さ
ん
は
「
グ
ァ

タ
パ
ラ
句く

会か
い

は
５
０
年ね

ん

前ま
え

に

佐さ

藤と
う

念ね
ん

腹ぷ
く

先せ
ん

生せ
い

が
始は

じ

め
た
由ゆ

い

緒し
ょ

あ
る
と
こ
ろ
。
か
つ
て
１
０

数す
う

人に
ん

い
ま
し
た
が
、
い
ま
で

も
７
人に

ん

お
り
、
月つ

き

１
回か

い

集あ
つ

ま

っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

３
回か

い

目め

の
大た

い

会か
い

参さ
ん

加か

と
い

う
脇わ

き

山や
ま

千ち

寿ず

子こ

さ
ん
が
誘さ

そ

い
、

他た

の
二ふ

た

人り

は
初は

つ

参さ
ん

加か

。
２
２

（下
げ

）

る
わ
」
と
話は

な

し
た
。

　

た
だ
、『
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｅ　

Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｚ
』
を
目も

く

的て
き

に
来ら

い

場
じ
ょ
う

し
た
若わ

か

者も
の

の
多お

お

く
は
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

を
見み

せ
る
校こ

う

舎し
ゃ

に
は
立た

ち

寄よ

ら
な
い
。
逆ぎ

ゃ
く

に
、
ア
ニ
メ

中ち
ゅ
う

心し
ん

の
体た

い

育い
く

館か
ん

に
は
中

ち
ゅ
う

高こ
う

年ね
ん

者し
ゃ

の
姿す

が
た

は
な
い
。
そ
の
た

め
校こ

う

舎し
ゃ

の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
も
コ
ス
プ
レ
シ
ョ
ー
を
行

お
こ
な

い
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
を
呼よ

び

込こ

ん
で
い
る
。
若わ

か

者も
の

以い

外が
い

に

も
コ
ス
プ
レ
を
見み

て
も
ら
う

の
も
狙ね

ら

い
だ
。
樋ひ

渡わ
た
し

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

は
「
こ
の
祭ま

つ

り
は
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
面め

ん

と
現げ

ん

代だ
い

的て
き

な

面め
ん

が
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
る
の
が
特と

く

徴ち
ょ
う。
多お

お

く
の
人ひ

と

に
両

り
ょ
う

方ほ
う

を
体た

い

験け
ん

し
て
ほ
し
い
」
と
話は

な

し
た
。

（
終お

わ
り
、
山や

ま

縣が
た

陸り
く

人と

記き

者し
ゃ

）

　

ポ
レ
ト
・
ア
レ
グ
レ
市し

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

は
生せ

い

徒と

数す
う

１
２
０
人に

ん

。
校こ

う

長ち
ょ
うの
大お

お

澤さ
わ

秀ひ
で

子こ

グ
チ
エ
シ
ス
さ
ん
（
６
０

代だ
い

、北ほ
っ

海か
い

道ど
う

）
は
「
１
７
、８

年ね
ん

前ま
え

は
生せ

い

徒と

が
４
０
人に

ん

で
経け

い

営え
い

難な
ん

だ
っ
た
」
と
言い

う
。

　

当と
う

時じ

の
生せ

い

徒と

は
日に

っ

系け
い

子し

弟て
い

だ
け
だ
っ
た
た
め
、
大お

お

澤さ
わ

さ

ん
は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

も
受う

け
入い

れ

る
よ
う
経け

い

営え
い

母ぼ

体た
い

で
あ
る
文ぶ

ん

協き
ょ
うに
掛か

け
合あ

っ
た
。
す
る
と

反は
ん

対た
い

の
声こ

え

や
「
方ほ

う

針し
ん

を
変か

え

る
く
ら
い
な
ら
、
い
っ
そ
の
こ

と
閉へ

い

校こ
う

し
た
ら
」
と
い
う
意い

見け
ん

が
大だ

い

多た

数す
う

だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
当と

う

時じ

文ぶ
ん

協き
ょ
う

役や
く

員い
ん

だ
っ
た
谷た

に

口ぐ
ち

浩ひ
ろ
しさ
ん
な
ど

の
後う

し

ろ
盾だ

て

を
得え

て
、
な
ん

と
か
存そ

ん

続ぞ
く

が
決き

ま
っ
た
。
現げ

ん

在ざ
い

、
生せ

い

徒と

の
９
割わ

り

が
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

、
漫ま

ん

画が

の
描か

き
方か

た

を
教お

し

え

る
コ
ー
ス
も
開か

い

講こ
う

し
て
い
る
。

　

大お
お

澤さ
わ

さ
ん
は
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は

日に

本ほ
ん

語ご

を
無む

料り
ょ
うで
教お

し

え
て
も

ら
え
る
と
思お

も

っ
て
い
て
、
親お

や

は
月げ

っ

謝し
ゃ

を
払は

ら

っ
て
ま
で
子こ

供ど
も

を
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

に
通か

よ

わ
せ
よ

う
と
思お

も

わ
な
い
」
と
話は

な

す
。

　

両
り
ょ
う

親し
ん

が
畑

は
た
け

仕し

事ご
と

の
合あ

い

間ま

に

日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
て
い
た
時じ

代だ
い

と
、
共と

も

働ば
た
らき
が
多お

お

い
今い

ま

で
は

環か
ん

境き
ょ
うが
違ち

が

う
。
日に

本ほ
ん

語ご

に
魅み

力り
ょ
くを
感か

ん

じ
る
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
増ふ

え
る
な
か
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

離ば
な

れ
が
進す

す

む
の
は
悲か

な

し
い
。

（
陸
）

年ね
ん

間か
ん

も
同ど

う

地ち

で
婦ふ

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
うを

務つ
と

め
た
高た

か

木ぎ

美み

代よ

子こ

さ
ん
は

「
一い

っ

昨さ
く

年ね
ん

、
婦ふ

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
うを
辞や

め
て
か
ら
、
俳は

い

句く

を
再さ

い

開か
い

し

ま
し
た
。
若わ

か

い
時と

き

以い

来ら
い

。
ボ

ケ
防ぼ

う

止し

で
す
よ
」
と
笑わ

ら
っ
た
。

わ
せ
て
県け

ん

庁ち
ょ
う

に
送そ

う

金き
ん

さ
れ

る
。
寄き

付ふ

は
口こ

う

座ざ

振ふ
り

込こ

み
先さ

き

は
以い

下か

の
通と

お

り
。《B

A
N
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C
O
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A
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E
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》。現げ
ん

金き
ん

の
場ば

合あ
い

は
岡お

か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（R
ua da G

loria, 
7
3
0
, L
ib
erd
ad
e

）
に

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
午ご

後ご

１
時じ

の

間あ
い
だに
持も

っ
て
い
く
こ
と
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１
１
・３
２

０
７
・３
４
８
７
）
ま
で
。

魔ま

法ほ
う

少し
ょ
う

女じ
ょ

の
コ
ス
プ
レ
で
来く
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Premiê japonês e candidato 
concorrente comentam eleição 
para  liderança  do  partido  governista
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Eleição (21/08/2018)

O Partido Liberal Demo-
crático (PLD), o maior da 
coalizão governista do Ja-
pão, decidiu que a eleição 
para a presidência da sigla 
vai ocorrer no dia 20 de se-
tembro.
O mandato do primeiro-mi-
nistro Shinzo Abe como pre-
sidente do PLD vai se encer-
rar no final do próximo mês.

O comitê de eleição presi-
dencial do partido se reuniu 
na terça-feira e decidiu ofi-
cialmente que notificações 
para o pleito serão feitas em 
7 de setembro.
Abe e seu concorrente Shi-
geru Ishiba expressaram sua 
determinação de ganhar a 
eleição pela liderança do 
Partido Liberal Democráti-

co, em setembro.
Atualmente, Shinzo Abe 
passa férias nas proximida-
des de Tóquio. Pergunta-
do por repórteres sobre sua 
condição física e mental às 
vésperas do pleito, ele res-
pondeu que se sente cada dia 
mais motivado.
Já Ishiba declarou à impren-
sa, também na terça-feira, 

Os ministros da Defesa It-
sunori Onodera, do Japão, 
e Nirmala Sitharaman, da 
Índia, vão colaborar para a 
conclusão de um acordo de 
troca logística entre as For-
ças de Autodefesa do Japão 
e militares indianos.
Na segunda-feira, os dois se 

Uma nova leva de tarifas 
dos Estados Unidos sobre 
produtos importados da 
China passou a vigorar na 
quinta-feira. São taxas adi-
cionais de 25% sobre produ-
tos chineses no valor de 16 
bilhões de dólares. Pequim, 
por sua vez, respondeu ime-
diatamente com tarifas na 
mesma escala.
Segundo o governo do pre-

Donald Trump sugeriu es-
tar disposto a se encontrar 
novamente com Kim Jong 
Un.
Na segunda-feira, ele disse à 
agência de notícias Reuters 
que “muito provavelmente” 
se reuniria mais uma vez 
com o líder norte-coreano. 

que a eleição vai decidir 
efetivamente quem será o 
primeiro-ministro.
Ele reiterou que o PLD de-
veria proporcionar opor-
tunidades para a discussão 
em público de opiniões dos 
candidatos para as políticas 
voltadas para cada assunto, 
incluindo emendas constitu-
cionais, economia, diploma-
cia e segurança.

Diplomacia (21/08/2018)

Guerra comercial (23/08/2018)

Coreia do Norte (21/08/2018)

Japão e Índia buscam conclusão de 
parceria logística

Novas tarifas dos EUA sobre importações 
da China passam a vigorar

Trump diz que deve se encontrar novamente 
com Kim Jong Un

encontraram em Nova Délhi 
para discutir o Acordo de 
Aquisição e Prestação Mú-
tua de Serviços (ACSA). O 
documento vai permitir que 
as Forças de Autodefesa do 
Japão e as Forças Armadas 
da Índia se ajudem oferecen-
do combustível, transporte e 
outros serviços.

sidente Donald Trump, a 
medida, com base na seção 
301 da Lei de Comércio dos 
Estados Unidos, é uma res-
posta à transferência injusta 
de tecnologia e propriedade 
intelectual do país à China.
Washington está cobrando 
taxas extras sobre 279 itens, 
incluindo produtos plásti-
cos, semicondutores e fibras 
óticas.

Trump, no entanto, não dis-
se quando o segundo encon-
tro aconteceria.
Durante a entrevista, Donald 
Trump disse ter desenvolvi-
do “relações pessoais muito 
boas” com o norte-coreano 
na cúpula de junho em Cin-
gapura. Ele disse: “Gosto 

Por trás da iniciativa estão 
receios com a intensificação 
das atividades marítimas da 
China. Onodera disse que 
pretende elevar a parceria 
para um novo patamar, a 
fim de garantir a liberdade 
de navegação e o estado de 
direito.
Antes do encontro, Onode-
ra havia se reunido com o 
premiê indiano, Narendra 

Combinadas com as tarifas 
punitivas que entraram em 
vigor em julho, importações 
chinesas no valor de 50 bi-
lhões de dólares estão sujei-
tas, agora, a taxas extras.
A China respondeu com ta-
rifas na mesma escala. As 
medidas chinesas têm como 
alvo 333 produtos america-
nos, incluindo combustível 
de aeronaves, veículos a die-

O imperador Akihito e a 
imperatriz Michiko, do Ja-
pão, visitaram uma comu-
nidade agrícola formada por 
japoneses que foram repa-
triados da região nordeste 
da China após a 2ª Guerra 
Mundial.

Desde quarta-feira, o casal 
imperial veraneia na locali-
dade serrana de Karuizawa, 
da província de Nagano.
Nesta quinta-feira, ambos 
visitaram a colônia Oohina-
ta, no sopé do Monte Asa-
ma, na zona nordeste da lo-

calidade.
A comunidade foi formada 
por japoneses emigrados à 
antiga Manchúria antes da 
guerra que haviam retornado 
ao Japão. Na viagem de re-
torno ao país, eles perderam 
muitos familiares e amigos, 

Casal imperial japonês visita comunidade 
que foi repatriada da Manchúria

Família Imperial (23/08/2018)

no período conturbado que 
se seguiu ao fim da guerra.
Antes de retornar a Tóquio 
na quarta-feira, o imperador 
e a imperatriz do Japão pre-
tendem continuar a descan-
sar em Karuizawa e seguir, 
então, até Kusatsu, locali-
dade, também serrana, situ-
ada na vizinha província de 
Gunma.

O Ministério da Defesa 
do Japão vai pedir um orça-
mento recorde para o pró-
ximo ano fiscal a fim de in-
crementar as capacidades de 
defesa do país contra mís-
seis e outras ameaças.
Representantes da pasta dis-
seram à NHK que o órgão 
vai pedir cerca de 48 bilhões 
de dólares para o ano fiscal 
de 2019, que começa em 
abril. Parte desse dinheiro 
será destinado à compra de 
duas unidades do sistema de 
defesa antimíssil terrestre 
Aegis Ashore, de fabrica-

No dia 15 de agosto, o Ja-
pão registrou a chegada de 
mais de 20 milhões de tu-
ristas estrangeiros. Jamais a 
marca anual havia sido atin-
gida tão cedo no país.
O recorde foi anunciado se-
gunda-feira pelo secretário-
chefe do Gabinete, Yoshihi-
de Suga, a repórteres em 
Hokkaido, no extremo norte 
do Japão.
Suga disse que o governo do 
premiê Shinzo Abe tem o tu-
rismo como peça central da 
sua estratégia de revitaliza-

Defesa Nacional (16/08/2018)

Turismo (21/08/2018)

Ministério da Defesa do Japão 
planeja orçamento recorde 
para próximo ano fiscal

Japão registra mais de 
20 milhões de turistas 
estrangeiros

ção americana. Segundo 
o ministério, o novo sis-
tema vai ajudar o Japão a 
responder a possíveis ata-
ques de mísseis balísticos 
norte-coreanos.
O ministério deve pedir 
ainda verba para aumen-
tar a capacidade de de-
fesa de ilhas remotas e 
águas em volta do Japão, 
devido às cada vez mais 
intensas atividades marí-
timas da China. Os gastos 
previstos incluem a com-
pra de mais caças F-35, 
invisíveis ao radar.

ção e crescimento regio-
nais. Ele disse que, como 
resultado, o número de 
turistas estrangeiros ul-
trapassou os 20 milhões 
na quarta-feira passada. 
O secretário-chefe disse 
que o país jamais regis-
trou um ritmo tão acele-
rado da vinda de visitan-
tes.
De acordo com a Organi-
zação Nacional de Turis-
mo do Japão, em 2017 a 
marca de 20 milhões de 
turistas fora atingida no 
dia 15 de setembro.

Modi. Na reunião, o minis-
tro japonês reiterou a impor-
tância da “Estratégia do In-
do-Pacífico Livre e Aberto”, 
do Japão.
Mais tarde, Onodera disse a 
repórteres que a estratégia é 
uma visão que toda a Ásia 
pode compartilhar. Segun-
do o ministro, o Japão agora 
quer discutir a ideia com os 
Estados Unidos e a Austrá-
lia.

dele. Ele gosta de mim.”
Trump alegou ter sido o res-
ponsável por acabar com as 
provocações norte-coreanas, 
dizendo: “não há mísseis ba-
lísticos sendo lançados, e há 
muito silêncio”.
Até agora, o avanço das 
negociações para o des-

sel e equipamentos médicos.
Em entrevista à emissora de 
TV CNBC, o secretário de 
Comércio dos Estados Uni-
dos, Wilbur Ross, declarou 
que a economia do país está 
em crescimento. Ele disse 
não sentir que os Estados 
Unidos como país estejam 
sendo muito incomodados 
pelas retaliações da China.
O governo Trump também 
se prepara para elevar ainda 
mais tarifas sobre importa-
ções chinesas adicionais no 
valor de 200 bilhões de dó-
lares.

mantelamento do programa 
nuclear da Coreia do Norte 
foi limitado. Ao que parece, 
as declarações de Trump te-
riam como objetivo respon-
der a preocupações sobre as 
intenções de Pyongyang de 
se desnuclearizar.
No domingo, o conselheiro 
de Segurança Nacional da 
Casa Branca, John Bolton, 
disse que o secretário ameri-
cano de Estado, Mike Pom-
peo, deve voltar à Coreia do 
Norte em breve.


